
住
み
た
い
住
ん
で
よ
か
っ
た
魅
力
い
っ
ぱ
い
元
気
な
浜
田

～
豊
か
な
自
然
、
温
か
い
人
情
、
人
の
絆
を
大
切
に
す
る
ま
ち
～

広
報

４ 令
和
７
年

N
o.288

令
和
７
年
度

施
政
方
針
・
教
育
方
針

浜田市は令和７年10月１日に

　　新市誕生20周年を迎えます
特集



令
和
７
年
度
は
、
市
長
３
期
目
の

最
後
の
年
と
な
り
ま
す
。
本
任
期
の

集
大
成
と
し
て
、
各
種
施
策
の
仕
上

げ
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
を
振
り
返
り
、

市
の
現
状
を
踏
ま
え
つ
つ
、
令
和
７

年
度
の
施
政
方
針
を
申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
力
を
入
れ
る
施
策

３
期
目
の
振
り
返
り

①
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
、
物
価
高
騰
対
策

本
任
期
の
大
半
を
新
型
コ
ロ
ナ
対

応
と
、
そ
の
後
に
続
く
物
価
高
騰
対

策
に
注
力
し
た
3
年
半
で
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
で
は
、
国
の
特

別
定
額
給
付
金
の
支
給
や
、
市
独
自

支
援
策
と
し
て
、「
ひ
と
り
親
世
帯
」

へ
の
給
付
や
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
助
成
」
を
行
い
ま
し

た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
は
、
医
師
会

を
は
じ
め
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
、

正
確
か
つ
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
対
応

に
努
め
ま
し
た
。

市
長
3
期
目
と
な
る
令
和
3
年
10

月
以
降
も
、
各
種
感
染
対
策
に
取
り

久
保
田
章
市
市
長
は
、
令
和
7
年
３
月
浜
田
市
議
会
定
例
会
議
の
開

会
に
あ
た
り
、
所
信
の
一
端
を
述
べ
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力

を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

住
み
た
い
住
ん
で
よ
か
っ
た
魅
力
い
っ
ぱ
い
元
気
な
浜
田　
　
〜
豊
か
な
自
然
、
温
か
い
人
情
、
人
の
絆
を
大
切
に
す
る
ま
ち
〜

令
和
7
年
度

施
政
方
針

組
む
と
と
も
に
、
全
業
種
で
利
用
可

能
な
プ
レ
ミ
ア
ム
付
「
は
ま
だ
応
援

チ
ケ
ッ
ト
」
の
発
行
な
ど
、
コ
ロ
ナ

禍
で
厳
し
い
状
況
に
あ
る
市
民
生
活

と
地
域
経
済
を
支
え
ま
し
た
。　
　

令
和
5
年
5
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
が

５
類
に
移
行
し
、
経
済
活
動
が
正
常

に
戻
り
つ
つ
あ
る
一
方
、
原
油
価
格

や
食
料
品
な
ど
の
物
価
高
騰
で
市
民

や
事
業
者
に
は
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
市
民
生

活
を
守
り
地
域
経
済
を
支
え
る
た
め
、

子
育
て
世
帯
へ
の
応
援
金
や
、
敬
老

福
祉
乗
車
券
の
購
入
上
限
冊
数
の
引

き
上
げ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
第
4

弾
と
な
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
「
は
ま
だ

応
援
チ
ケ
ッ
ト
」
を
発
行
し
地
域
経

済
の
活
性
化
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

市
の
財
政
状
況

財
政
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
で
き

る
だ
け
国
な
ど
の
支
援
で
財
源
を
確

保
し
、
必
要
な
事
業
を
し
っ
か
り
行

う
、
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
行
っ
て
き

ま
し
た
。

こ
こ
数
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
や
物
価
高
騰
対
策
を

は
じ
め
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
光
回

線
化
な
ど
の
大
型
事
業
に
取
り
組
み

ま
し
た
が
、
財
源
の
大
半
を
国
か
ら

の
交
付
金
な
ど
で
賄
い
ま
し
た
。

自
主
財
源
の
獲
得
に
も
努
め
、
ふ

る
さ
と
寄
附
は
、
毎
年
10
億
円
を
上

回
る
中
国
5
県
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

寄
附
を
集
め
、
緊
急
性
を
有
す
る
事

業
な
ど
、
一
般
財
源
で
は
賄
え
な
い

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
財
政
運
営
の
結
果
、
本

市
の
財
政
状
況
は
、
健
全
化
指
標
で
、

県
内
８
市
の
中
で
は
、
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
で
あ
り
、
今
後
も
更
な
る
健
全
化

に
努
め
ま
す
。

市
の
貯
金
と
も
い
え
る
基
金
残
高

は
、
令
和
6
年
度
末
に
財
政
調
整
基

金
が
約
58
億
円
、
繰
り
上
げ
償
還
の

原
資
と
な
る
減
債
基
金
が
約
30
億
円
、

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
が
約
24
億
円
、

ま
ち
づ
く
り
振
興
基
金
が
約
20
億
円

な
ど
、
合
計
で
約
１
５
９
億
円
確
保

し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
は
、
市
の
財
政
状
況

も
考
慮
し
、
必
要
性
と
優
先
順
位
を

考
え
、
有
利
な
過
疎
債
な
ど
も
活
用

し
つ
つ
、
現
過
疎
法
が
令
和
12
年
度

ま
で
の
時
限
立
法
で
あ
る
こ
と
も
踏

ま
え
て
取
り
組
み
ま
す
。

最
初
に
、
特
に
力
を
入
れ
る
4
点

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

②
若
者
対
策

若
者
世
代
の
減
少
が
進
む
中
、
令

和
3
年
度
か
ら
は
若
者
の
出
会
い
・

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
を
ト
ー
タ
ル

で
応
援
す
る
事
業
を
実
施
し
、
令
和

5
年
度
か
ら
は
「
若
者
支
援
フ
ァ
ン

ド
事
業
」
に
よ
る
若
者
向
け
支
援
施

策
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

①
防
災
危
機
管
理

③
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

令
和
3
年
度
か
ら
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
地
域
活
動
に
は
、

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
や
ま
ち
づ
く

り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連
携
し
た

人
的
支
援
、
ま
ち
づ
く
り
総
合
交
付

浜田市総合防災訓練

元
気
な
浜
田

元
気
な
浜
田

元
気
な
浜
田　　

〜
豊
か
な
自
然
、
温
か
い
人
情
、
人
の
絆
を
大
切
に
す
る
ま
ち

豊
か
な
自
然
、
温
か
い
人
情
、
人
の
絆
を
大
切
に
す
る
ま
ち

④
浜
田
郷
土
資
料
館
の
建
替
え
整
備
、

石
見
神
楽
の
保
存
・
伝
承
の
拠
点

浜
田
郷
土
資
料
館
に
つ
い
て
は
、

令
和
4
年
か
ら
令
和
5
年
に
実
施
し

た
市
民
見
学
会
参
加
者
の
約
8
割
か

ら
「
建
替
え
整
備
す
べ
き
」
と
の
意

国
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を

活
用
し
、
農
業
、
音
楽
、
ス
ポ
ー
ツ
、

歴
史
・
文
化
、
事
業
承
継
な
ど
の
分

野
で
活
躍
す
る
方
を
協
力
隊
員
と
し

て
受
け
入
れ
、
若
者
の
移
住
促
進
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
令
和
3
年
度
か

ら
は
、
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同

組
合
を
活
用
し
た
若
い
音
楽
家
の
誘

致
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

金
事
業
に
よ
る
財
政
的
支
援
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
令
和
6
年
度
か
ら
高

齢
者
の
生
活
支
援
を
行
う
「
地
域
支

え
合
い
生
活
支
援
事
業
」
を
創
設
し
、

地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
の
活

動
を
支
援
し
ま
し
た
。

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
計

画
」
に
つ
い
て
は
、
浜
田
市
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
検
討
部
会
で
評
価
・
検

証
し
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
浜
田
市
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
検
討
部
会
に
よ
る
報
告

書
を
基
に
評
価
・
検
証
し
、
令
和
7

年
度
以
降
の
方
針
を
策
定
し
ま
し
た
。

市
民
へ
の
迅
速
か
つ
正
確
な
防
災

情
報
の
伝
達
と
、
命
を
守
る
た
め
の

防
災
意
識
の
高
揚
を
2
本
の
柱
と
し

て
取
り
組
み
ま
す
。

防
災
情
報
の
伝
達
に
つ
い
て
は
、

防
災
行
政
無
線
の
老
朽
化
に
加
え
、

以
前
か
ら
聞
こ
え
に
く
い
と
い
っ
た

声
も
伺
っ
て
い
る
た
め
、
令
和
7
年

度
か
ら
2
か
年
を
か
け
て
屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
を
高
性
能
な
も
の
に
更
新

す
る
ほ
か
、
自
宅
内
で
聞
こ
え
る
個

別
受
信
機
の
普
及
に
も
力
を
入
れ
ま

す
。防

災
意
識
の
高
揚
に
つ
い
て
は
、

令
和
6
年
度
か
ら
6
月
の
第
1
日
曜

日
を
総
合
防
災
訓
練
の
実
施
日
と
定

め
、
令
和
7
年
度
も
全
市
を
挙
げ
て

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
津
波
被
害
が

想
定
さ
れ
る
地
域
で
の
地
震
津
波
避

難
訓
練
や
毎
年
9
月
に
実
施
す
る

「
安
全
チ
ェ
ッ
ク
の
日
」
な
ど
の
機

会
を
捉
え
て
、
市
民
の
防
災
意
識
の

高
揚
を
図
り
ま
す
。

見
を
頂
き
、
令
和
5
年
12
月
に
は
文

化
団
体
か
ら
、
約
５
６
０
人
の
署
名

と
と
も
に
「
建
替
え
事
業
の
推
進
を

要
望
す
る
」
と
の
要
望
書
を
頂
き
ま

し
た
。

石
見
神
楽
の
保
存
・
伝
承
に
つ
い

て
は
、
石
見
神
楽
伝
承
内
容
検
討
専

門
委
員
会
か
ら
の
令
和
6
年
11
月
の

提
言
の
中
で
、「
拠
点
施
設
の
検
討

が
必
要
」
と
の
意
見
を
頂
戴
し
ま
し

た
。三

桜
酒
造
跡
地
に
つ
い
て
は
、
令

和
5
年
12
月
、
三
桜
酒
造
跡
地
公
共

活
用
検
討
委
員
会
か
ら
、「
市
の
内

外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
、
賑
わ
い

の
あ
る
公
共
空
間
と
な
る
よ
う
整
備

活
用
を
求
め
る
」、「
石
見
神
楽
伝
承

施
設
の
候
補
地
の
一
つ
と
す
る
こ
と

は
差
し
支
え
な
い
」
と
の
提
言
を
頂

き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
提
言
や
各
団
体
の
意
見

な
ど
を
踏
ま
え
、
検
討
し
た
結
果
、

①
施
設
は
1
か
所
に
集
約
整
備
し
た

方
が
整
備
費
・
運
営
費
が
圧
縮
で
き

る
、
②
三
桜
酒
造
跡
地
は
、
交
通
至

便
で
市
民
や
観
光
客
に
と
っ
て
も
ア

ク
セ
ス
が
良
い
、
③
駅
前
周
辺
の
賑

わ
い
に
寄
与
し
、
周
辺
に
民
間
事
業

者
の
投
資
が
期
待
で
き
る
、
な
ど
の

観
点
か
ら
、
三
桜
酒
造
跡
地
に
次
の

3
つ
の
機
能
を
有
す
る
施
設
を
整
備

す
る
こ
と
で
進
め
ま
す
。

機
能
の
1
つ
目
は
、
石
見
神
楽

の
保
存
・
伝
承
と
郷
土
資
料
館
の
複

合
施
設
で
あ
る(

仮
称)

神
楽
伝
承
・

郷
土
資
料
館
、
2
つ
目
は
、
石
見
神

市内で活躍する若手音楽家

楽
の
上
演
を
柱
と
し
つ
つ
多
目
的
に

も
活
用
で
き
る(

仮
称)

神
楽
ホ
ー
ル
、

3
つ
目
は
、
市
内
外
の
多
く
の
人
が

訪
れ
交
流
で
き
る
屋
外
の
交
流
広
場

で
す
。

三
桜
酒
造
跡
地
公
共
活
用
検
討
委

員
会
か
ら
、「
民
間
活
力
を
生
か
す

手
法
を
検
討
す
べ
き
」
と
の
意
見
を

頂
戴
し
ま
し
た
が
、
三
桜
酒
造
跡
地

で
の
施
設
の
整
備
・
運
営
は
事
業
の

性
格
か
ら
公
共
で
行
い
、
民
間
事
業

者
に
は
周
辺
エ
リ
ア
へ
の
投
資
を
期

待
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
7
年
度
に
は
、
三
桜
酒
造
跡

地
に
お
い
て
、
上
記
3
機
能
を
具
体

化
す
る
た
め
、
浜
田
駅
周
辺
エ
リ
ア

の
賑
わ
い
創
出
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、

基
本
構
想
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
石
見
神
楽
伝
承
内
容
検

討
専
門
委
員
会
か
ら
の
提
言
を
受
け
、

石
見
神
楽
の
保
存
・
伝
承
の
拠
点
整

備
に
向
け
て
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
る
と
と
も
に
、
石
見
神
楽
の
歴
史

や
も
の
づ
く
り
技
術
な
ど
の
調
査
に

も
取
り
組
み
ま
す
。

浜田郷土資料館

②
若
者
対
策

ふ
る
さ
と
寄
附
を
財
源
と
し
た

「
若
者
支
援
フ
ァ
ン
ド
事
業
」
に
よ

る
、
若
者
支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

若
者
の
移
住
・
定
住
で
は
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
受
入
れ
に
更
に
力

を
入
れ
、
若
い
力
を
地
域
で
生
か
す

と
と
も
に
、
彼
ら
の
定
着
を
支
援
し

ま
す
。
令
和
6
年
度
か
ら
始
め
た
地

域
お
こ
し
協
力
隊
イ
ン
タ
ー
ン
制
度

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

③
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
や
ま
ち
づ

く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連
携
し
、

地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
の
活

動
や
設
立
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
令
和
6
年
度
策
定
の
市
の
方
針

に
基
づ
き
、
セ
ン
タ
ー
が
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
活
動
拠
点
と
し
て
、
よ

り
一
層
そ
の
機
能
が
高
め
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
み
ま
す
。

令
和
6
年
度
に
、
地
区
ま
ち
づ
く

り
推
進
委
員
会
の
事
務
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、「
地
区
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
試
行
的
に
設
置
し
ま
し
た
。
地
区

ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
な
ど
に
も

好
評
で
あ
っ
た
た
め
、
令
和
7
年
度

は
更
に
設
置
団
体
を
増
や
し
、
地
域

の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
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引
き
続
き
ア
イ
ガ
モ
ロ
ボ
や
、
低

コ
ス
ト
な
栽
培
技
術
の
更
な
る
普
及

拡
大
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を

活
用
し
た
農
業
研
修
生
の
受
入
れ
や
、

学
校
給
食
へ
の
有
機
野
菜
・
有
機
米

の
提
供
を
進
め
ま
す
。

農
林
業
の
振
興

①
石
見
神
楽
を
軸
と
し
た
観
光
振
興

石
見
神
楽
は
、
浜
田
市
が
誇
る
伝

統
芸
能
で
あ
り
大
切
な
文
化
で
す
。

そ
の
保
存
・
伝
承
に
向
け
て
、
石
見

神
楽
伝
承
内
容
検
討
専
門
委
員
会
か

観
光
の
振
興

１
活
力
の
あ
る
産
業
を
育
て

　
　
雇
用
を
つ
く
る
ま
ち

水
産
業
の
振
興

①
水
産
事
業
者
の
誘
致
及
び
維
持
存

続
の
支
援

浜
田
漁
港
の
令
和
6
年
の
水
揚
げ

は
、
36
億
５
０
０
０
万
円
と
な
り
、

令
和
5
年
と
比
較
し
て
約
１
億
円
減

少
し
ま
し
た
。
水
産
浜
田
の
再
生
の

た
め
に
も
水
揚
げ
量
の
増
大
が
最
重

要
課
題
で
あ
り
、
地
元
漁
船
の
維
持

存
続
と
地
元
外
漁
船
の
入
港
促
進
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

沖
合
底
び
き
網
漁
業
に
つ
い
て
は
、

令
和
5
年
度
は
1
船
団
が
新
船
を
建

造
し
、
現
在
、
別
の
1
船
団
が
令
和

7
年
8
月
漁
期
の
操
業
開
始
に
向
け
、

新
船
建
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。
残
る

底
び
き
網
漁
船
2
船
団
や
地
元
ま
き

網
漁
船
に
お
い
て
も
国
や
県
の
事
業

を
活
用
し
、
し
っ
か
り
支
援
し
ま
す
。

新
た
な
水
産
事
業
者
の
誘
致
活
動

に
も
力
を
入
れ
て
き
た
結
果
、
こ
の

た
び
大
手
水
産
事
業
者
で
あ
る
福
岡

市
の
㈱
三
陽
の
浜
田
市
進
出
に
つ
い

て
合
意
し
、
1
月
24
日
に
水
産
業
の

振
興
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。
現
在
、
計
画
中
の
ア

ジ
フ
ラ
イ
な
ど
の
加
工
事
業
に
伴
い
、

雇
用
増
加
や
購
買
力
向
上
に
よ
る
地

元
外
の
ま
き
網
漁
船
入
港
、
浜
田
港

か
ら
の
輸
出
な
ど
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

水
産
業
の
振
興
に
向
け
、
同
社
と
連

携
し
取
り
組
み
ま
す
。

㈱三陽との包括連携協定締結式

７
つ
の

「
ま
ち
づ
く
り
の
大
綱
」

②
養
殖
事
業
の
実
現
可
能
性

令
和
5
年
4
月
か
ら
令
和
6
年
度

末
ま
で
の
2
年
間
、
大
手
水
産
会
社

と
養
殖
事
業
等
の
調
査
・
研
究
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
、
浜
田
漁
港
周

辺
で
の
養
殖
事
業
の
可
能
性
調
査
を

行
い
、
今
年
度
末
に
は
調
査
結
果
が

報
告
さ
れ
る
予
定
で
す
。
水
産
資
源

が
減
少
す
る
中
、
養
殖
事
業
の
必
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
た
め
、
引
き
続

き
事
業
化
を
目
指
し
ま
す
。

ら
の
提
言
書
を
踏
ま
え
、
教
育
委
員

会
と
連
携
し
て
取
り
組
み
、
石
見
神

楽
や
、
石
見
神
楽
を
支
え
る
伝
統
の

も
の
づ
く
り
・
文
化
の
魅
力
を
活
用

し
、
観
光
振
興
に
も
つ
な
げ
ま
す
。

本
年
4
月
か
ら
開
催
さ
れ
る
大

阪
・
関
西
万
博
は
、
石
見
神
楽
を
世

界
に
発
信
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、

6
月
19
日
、
20
日
の
両
日
、
開
会
式

の
会
場
と
な
る
E
X
P
O
ホ
ー
ル
で
、

浜
田
市
単
独
公
演
を
実
施
し
ま
す
。

7
月
29
日
、
30
日
、
31
日
に
は
、
万

博
首
長
連
合
が
主
催
す
る
催
事
に
も

出
演
し
ま
す
。
１
９
７
０
年
の
万
博

公
演
が
石
見
神
楽
の
飛
躍
の
契
機
と

な
っ
た
よ
う
に
、
２
０
２
５
年
の
公

演
を
石
見
神
楽
の
新
た
な
未
来
へ
つ

な
げ
、
国
内
外
に
広
く
発
信
し
、
観

光
振
興
を
図
り
ま
す
。

②
美
肌
観
光
と
食
の
魅
力
向
上

昨
年
の
温
泉
総
選
挙
で
、
美
又
温

泉
が「
美
肌
部
門
」で
、旭
温
泉
が「
歴

史
／
文
化
部
門
」
で
、
と
も
に
全
国

第
1
位
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果

や
優
れ
た
泉
質
を
広
く
P
R
し
、
市

内
事
業
者
と
連
携
し
て
「
美
肌
食
」

や
「
美
肌
商
品
」
な
ど
を
活
用
し
た

美
肌
観
光
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
食
」
の
取
組
で
は
、「
ど
ん
ち
っ

ち
三
魚
」
や
「
山
陰
浜
田
港
四
季
の

お
魚
」
な
ど
の
水
産
ブ
ラ
ン
ド
の
認

知
度
向
上
や
、「
あ
ん
こ
う
鍋
」や「
バ

ト
ウ
め
し
」
な
ど
、
浜
田
の
魚
を
使

用
し
た
料
理
の
魅
力
発
信
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、「
は
ま
だ
お
魚
市

場
」
を
核
と
し
て
、
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
、
食
に
よ
る
観
光
誘
客

に
つ
な
げ
ま
す
。

はまだお魚市場の新商品「バトウめし」

国
保
診
療
所
で
は
、
医
師
の
働
き

方
を
見
直
し
、
将
来
に
わ
た
り
安
定

し
て
医
療
提
供
で
き
る
よ
う
、
令
和

7
年
度
か
ら
土
曜
日
を
休
診
と
し
ま

し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

市
内
医
療
体
制
の
確
保

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
軽
減

の
た
め
、
市
独
自
の
新
生
児
子
育
て

応
援
金
を
継
続
し
ま
す
。
産
後
の
心

と
体
の
サ
ポ
ー
ト
充
実
の
た
め
、
産

後
ケ
ア
事
業
を
拡
充
し
、従
来
の「
通

所
型
」「
訪
問
型
」
に
加
え
、
新
た

に
「
宿
泊
型
」
を
開
始
し
ま
す
。

浜
田
市
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育

て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
支
援

に
努
め
、
安
心
し
て
妊
娠
、
出
産
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
支

援
を
必
要
と
す
る
家
庭
に
寄
り
添
っ

た
伴
走
型
相
談
支
援
に
力
を
入
れ
ま

す
。子

ど
も
医
療
費
の
助
成
を
、
令
和

7
年
度
か
ら
拡
充
し
、
中
学
生
ま
で

を
完
全
無
償
化
、
18
歳
ま
で
の
高
校

生
年
齢
は
、
入
院
に
係
る
医
療
費
を

無
償
化
し
ま
す
。

ま
た
、「
浜
田
市
こ
ど
も
計
画
」

に
沿
っ
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み

育
て
る
環
境
づ
く
り

高
齢
者
・
障
が
い
者
福
祉

の
充
実

２
健
康
で
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
、
住
ま
い
、

医
療
、
介
護
、
予
防
、
生
活
支
援
が

一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
と
も
に
、
認

知
症
支
援
施
策
の
充
実
に
取
り
組
み

ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共

に
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
、
浜
田
圏
域
自
立
支

援
協
議
会
を
中
心
に
、
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業

所
な
ど
の
関
係
機
関
が
連
携
し
、
障

が
い
が
あ
る
人
や
そ
の
家
族
な
ど
の

支
援
体
制
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

「すくすく」でのママパパ学級

子
ど
も
た
ち
に
安
全
で
安
心
な
環

境
で
学
ん
で
も
ら
う
た
め
、
学
校
施

設
の
整
備
に
力
を
入
れ
ま
す
。

令
和
3
年
度
か
ら
拡
充
し
た
学
校

施
設
の
改
修
事
業
費
を
維
持
す
る
と

と
も
に
、
令
和
7
年
度
か
ら
小
中
学

校
の
特
別
教
室
に
も
順
次
エ
ア
コ
ン

を
増
設
し
ま
す
。
美
川
小
学
校
の
建

替
え
は
、
新
校
舎
の
建
設
に
取
り
掛

か
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
は
、
サ
ン
・
ビ

レ
ッ
ジ
浜
田
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
の

具
体
的
な
活
用
基
本
計
画
の
策
定
に

取
り
組
み
、
２
０
３
０
年
の
国
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
向
け
、
競
技
会
場
の

整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

そ
の
他

令
和
7
年
8
月
に
本
市
で
開
催
さ

れ
る
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

体
操
競
技
大
会
で
は
、
全
国
各
地
か

ら
集
ま
る
選
手
や
ス
タ
ッ
フ
、
保
護

者
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
運
営
に
携

教
育
環
境
の
整
備

3
夢
を
持
ち
郷
土
を

愛
す
る
人
を
育
む
ま
ち

わ
る
地
元
高
校
生
な
ど
、
多
く
の
方

の
記
憶
に
残
る
大
会
と
な
る
よ
う
取

り
組
み
ま
す
。

令
和
6
年
1
月
改
定
の
「
浜
田
市

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
に
基

づ
き
、
施
策
を
実
行
し
ま
す
。

令
和
7
年
度
は
、
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム

導
入
へ
の
補
助
金
新
設
、
再
エ
ネ
設

備
を
導
入
す
る
若
者
へ
の
補
助
金
拡

充
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電

さ
れ
た
電
力
の
市
内
公
共
施
設
へ
の

順
次
導
入
に
取
り
組
み
ま
す
。

テ
ラ
チ
ャ
ー
ジ
㈱
と
の
包
括
連
携

協
定
に
基
づ
き
、
市
内
公
共
施
設
へ

の
E
V
充
電
器
設
置
を
進
め
ま
す
。

令
和
7
年
度
は
、
各
支
所
設
置
の

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
移

設
・
更
新
し
、
利
便
性
向
上
と
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
を
図
り
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
推
進

４
自
然
環
境
を
守
り

活
か
す
ま
ち

山
陰
道
は
、
三
隅
益
田
道
路
が
令

和
7
年
度
中
に
開
通
予
定
で
す
。
4

車
線
化
事
業
が
進
む
浜
田
道
で
は
、

令
和
7
年
度
か
ら
ト
ン
ネ
ル
工
事
1

か
所
、
橋
梁
下
部
工
事
3
か
所
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
早
期
完
成
に
向
け
、

引
き
続
き
国
や
N
E
X
C
O
西
日
本

に
要
望
し
ま
す
。

市
道
な
ど
の
機
能
維
持
と
安
全
対

策
で
は
、
令
和
6
年
度
の
増
額
補
正

に
続
き
、
令
和
7
年
度
も
同
規
模
の

予
算
を
増
額
し
取
り
組
み
ま
す
。
特

に
、
通
学
路
の
安
全
対
策
は
、
令
和

2
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

令
和
7
年
度
か
ら
更
に
3
年
間
、
事

業
を
延
長
し
て
整
備
を
進
め
ま
す
。

道
路
の
落
石
対
策
な
ど
で
は
、
市

道
な
ど
で
約
１
１
０
か
所
あ
る
要
対

策
箇
所
の
う
ち
、
令
和
7
年
度
か
ら

2
か
年
で
緊
急
度
の
高
い
約
30
か
所

の
応
急
対
策
を
行
い
ま
す
。

道
路
整
備

５
生
活
基
盤
が
整
っ
た

快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

８月に開催される高校総体

リニューアルした神楽時計

浜
田
准
看
護
学
校
存
続
へ
の
支
援

策
を
設
置
者
の
浜
田
市
医
師
会
に
提

示
し
ま
し
た
が
、
令
和
7
年
度
以
降

の
学
生
募
集
の
再
開
は
難
し
い
と
判

断
さ
れ
ま
し
た
。
浜
田
市
に
と
っ
て

看
護
職
は
必
要
な
人
材
で
あ
る
た
め
、

浜
田
市
医
師
会
と
連
携
し
、
有
効
な

看
護
人
材
確
保
対
策
を
講
じ
ま
す
。

通学路の安全対策

林
業
で
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
を

活
用
し
、
引
き
続
き
、
森
林
整
備
、

市
産
木
材
の
利
用
促
進
、
林
業
従
事

者
の
育
成
・
支
援
に
努
め
ま
す
。

林
業
の
収
益
性
向
上
を
目
指
し
、

再
造
林
の
低
コ
ス
ト
化
と
、
管
理
費

削
減
を
図
る
た
め
、
令
和
5
年
度
か

ら
大
学
や
企
業
と
連
携
し
、
早
生
樹

と
し
て
ユ
ー
カ
リ
の
実
証
実
験
を

行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
7
年
度
は
、

三
隅
地
域
の
市
有
林
で
ユ
ー
カ
リ
を

植
栽
す
る
予
定
で
、
獣
害
に
対
す
る

耐
性
や
生
育
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、

森
林
再
生
の
一
つ
の
手
法
と
し
て
、

取
り
組
み
ま
す
。

「
石
見
神
楽
」
を
軸
と
し
て
、「
温

泉
」
と
「
食
」
な
ど
の
地
域
資
源
を

生
か
し
た
観
光
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

③
交
流
人
口
の
拡
大

本
年
８
月
に
は
、
高
校
総
体
の
体

操
競
技
大
会
が
、
9
月
に
は
全
国
か

ら
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
研
究
者

な
ど
が
集
う
「
地
域
活
性
学
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
更
な

る
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

そ
の
他

原
材
料
高
騰
な
ど
の
社
会
情
勢
に

合
わ
せ
た
事
業
者
支
援
や
販
路
拡
大
、

B
U
Y
浜
田
運
動
、
ふ
る
さ
と
寄
附

の
推
進
に
よ
る
商
工
業
の
振
興
、
国

際
貿
易
港
浜
田
港
の
利
用
促
進
と
取

扱
貨
物
量
の
増
加
、
企
業
立
地
に
よ

る
雇
用
創
出
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
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島
根
県
や
県
内
関
係
市
町
、
広
島

県
側
の
自
治
体
と
協
力
し
、
外
務

省
・
防
衛
省
に
飛
行
訓
練
の
中
止
及

び
対
策
強
化
の
申
入
れ
を
行
い
ま
す
。

米
軍
機
騒
音
問
題

消
火
訓
練
で
は
、
消
火
器
の
取
扱

い
や
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
・
点
検
の
重
要
性
、
防
炎
製
品
の

有
効
性
を
伝
え
ま
す
。

応
急
手
当
の
普
及
で
は
、
市
民
主

催
の
講
習
会
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
、
啓
発
活
動
を
行
い
、
よ
り

身
近
に
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

地
域
に
お
け
る

　
　
　
消
防
力
の
充
実

７
協
働
に
よ
る

持
続
可
能
な
ま
ち

高
校
生
や
大
学
生
な
ど
の
若
者
を

中
心
に
多
く
の
市
民
に
利
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

中
間
支
援
組
織
「
は
ま
だ
協
働
学

舎
フ
ァ
ン
タ
ス
」
を
中
心
に
、
浜
田

商
工
会
議
所
や
石
央
商
工
会
と
と
も

に
、
市
内
企
業
と
学
生
が
交
流
す
る

場
を
設
け
、
地
域
と
学
生
が
つ
な
が

る
機
会
を
創
出
し
ま
し
た
。

「
は
ま
だ
未
来
ア
ト
リ
エ
」
と
し

て
、
島
根
県
立
大
学
浜
田
キ
ャ
ン
パ

ス
の
ゼ
ミ
活
動
や
市
民
講
座
の
ほ
か
、

出
雲
キ
ャ
ン
パ
ス
市
民
講
座
に
も
活

用
い
た
だ
き
、
大
学
と
地
域
が
つ
な

が
る
機
会
も
増
え
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
若
者
か
ら
高
齢
者
ま

で
世
代
を
超
え
た
交
流
の
場
と
な
る

よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

ま
ち
な
か
交
流
プ
ラ
ザ
の

活
用

令
和
6
年
度
に
設
計
業
務
が
完
了

し
、
一
部
外
構
工
事
に
着
手
し
ま
し

た
。
令
和
7
年
度
に
は
建
設
工
事
に

着
手
し
、
令
和
8
年
度
の
利
用
開
始

に
向
け
準
備
を
進
め
ま
す
。

(

仮
称)

長
沢
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

の
整
備

令
和
6
年
2
月
策
定
の
「
浜
田
市

地
域
公
共
交
通
計
画
」
に
基
づ
き
、

効
果
的
で
利
便
性
の
高
い
交
通
施
策

に
取
り
組
み
ま
す
。

好
評
の
「
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
等

運
行
支
援
事
業
」、「
敬
老
福
祉
乗
車

券
交
付
事
業
」
を
継
続
し
、
交
通
施

策
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

民
間
バ
ス
路
線
の
廃
止
や
、
タ
ク

シ
ー
事
業
の
縮
小
の
大
き
な
原
因
の

一
つ
が
乗
務
員
の
不
足
で
す
。
地
域

公
共
交
通
の
維
持
・
確
保
の
た
め
、

「
交
通
事
業
者
乗
務
員
確
保
支
援
事

業
」
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

公
共
交
通
の
充
実

まちなか交流プラザで東京都の
学生と交流する県立大学生

６
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち

令
和
3
年
8
月
豪
雨
で
被
災
し
た

周
布
橋
は
、
被
災
橋
梁
の
撤
去
や
新

し
い
橋
梁
の
下
部
工
事
を
進
め
て
い

ま
す
。
昨
年
11
月
の
大
雨
の
影
響
で

工
程
が
遅
れ
ま
し
た
が
、
令
和
8
年

3
月
の
供
用
開
始
に
向
け
て
工
事
を

進
め
ま
す
。

周
布
橋
の
架
け
替
え
工
事

令
和
3
年
度
の
学
部
再
編
か
ら
4

年
が
経
過
し
、
新
設
さ
れ
た
学
部
も
、

4
年
生
ま
で
の
学
生
が
そ
ろ
い
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
地
域
や
ま
ち
づ
く
り

活
動
団
体
と
の
交
流
、
本
市
の
課
題

解
決
に
向
け
た
共
同
研
究
事
業
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

浜
田
探
索
ツ
ア
ー
な
ど
の
取
組
に
加

え
、
令
和
7
年
度
か
ら
は
、
学
生
の

地
域
活
動
参
加
の
一
助
と
な
る
よ
う
、

新
た
に
学
生
と
地
域
を
つ
な
ぐ
交
通

支
援
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

島
根
県
立
大
学
と
の
連
携

「
浜
田
市
人
権
教
育
・
啓
発
推
進

基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
一
人
ひ
と

り
の
生
き
方
や
考
え
方
を
認
め
合
い
、

尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。
令
和
5

年
度
に
制
定
し
た
「
浜
田
市
人
権
を

尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
の
基

本
理
念
を
普
及
し
、
市
民
や
事
業
者

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
人
権
尊
重
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

各
地
域
で
力
を
入
れ
る
こ
と

金
城

美又温泉　日帰り入浴施設（外湯）イメージ図

旭山
ノ
内
梨
園
の
利
活
用
に
取
り
組

み
ま
す
。

山
ノ
内
梨
園
の
空
き
圃
場
で
は
、

「
有
機
野
菜
」
の
露
地
栽
培
に
向
け

て
参
入
を
検
討
す
る
企
業
な
ど
と
の

調
整
を
進
め
ま
す
。
一
方
、
市
の
振

興
作
物
で
あ
る
「
大
粒
ぶ
ど
う
」
も
、

圃
場
の
利
活
用
策
の
一
つ
と
考
え
、

関
係
者
と
連
携
し
取
り
組
み
ま
す
。

新
た
な
「
大
粒
ぶ
ど
う
」
就
農
者

向
け
に
、
山
ノ
内
梨
園
新
規
就
農
モ

デ
ル
を
設
け
、
技
術
の
習
得
や
就
農

計
画
の
策
定
な
ど
を
支
援
し
、
認
定

農
業
者
と
な
り
う
る
担
い
手
の
育
成

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
赤
梨
生

産
者
の
担
い
手
確
保
と
事
業
継
承
支

援
に
も
並
行
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

令
和
6
年
4
月
か
ら
休
止
中
の

「
地
域
交
流
プ
ラ
ザ
ま
ん
て
ん
」
で

は
、
施
設
の
最
適
な
あ
り
方
を
検
討

し
、
運
営
を
担
う
事
業
者
を
探
す
な

ど
、
再
開
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

ふるさと体験村での春まつり

山ノ内梨園

二条城での紙漉き実演（石州半紙）

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
４
３
３

億
２
０
０
０
万
円
、
令
和
6
年
度
当

美
又
温
泉
が
温
泉
総
選
挙
２
０
２

３
、
２
０
２
４
で
部
門
第
1
位
を
獲

得
し
2
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。
令

和
7
年
度
は
、
令
和
5
年
度
か
ら
計

画
を
進
め
て
い
る
「
外
湯
を
兼
ね
た

日
帰
り
入
浴
施
設
」
の
建
設
工
事
に

着
手
し
ま
す
。
学
術
的
に
も
医
学
的

に
も
大
変
高
い
評
価
の
あ
る
、
美
又

温
泉
の
泉
質
の
良
さ
を
最
大
限
に
生

か
し
た
魅
力
あ
る
施
設
と
な
る
よ
う

進
め
ま
す
。

ふ
る
さ
と
体
験
村
の
持
続
可
能
な

運
営
に
向
け
、
指
定
管
理
者
と
連
携

し
て
取
り
組
み
ま
す
。
令
和
6
年
度

は
、
地
元
団
体
と
連
携
し
た
「
農
業

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
や
「
有
機
農
産

物
を
利
用
し
た
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
」

な
ど
を
開
発
し
実
施
し
ま
し
た
が
、

宿
泊
者
数
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い

な
い
こ
と
が
課
題
で
す
。
令
和
7
年

度
は
、
宿
泊
者
に
魅
力
の
あ
る
「
ど

ぶ
ろ
く
」
の
提
供
、
自
然
環
境
を
生

か
し
た
散
策
コ
ー
ス
や
子
ど
も
の
遊

び
場
の
設
置
な
ど
、
宿
泊
者
数
の
増

加
に
向
け
て
指
定
管
理
者
と
一
緒
に

取
り
組
み
ま
す
。

新
た
な
取
組
と
し
て
、
弥
栄
地
域

に
設
立
さ
れ
た
「
特
定
地
域
づ
く
り

事
業
協
同
組
合
」
を
支
援
し
、
有
機

農
業
を
核
と
し
た
労
働
者
派
遣
事
業

を
進
め
ま
す
。
雇
用
の
確
保
や
人
材

育
成
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
の
課
題

で
あ
る
担
い
手
不
足
の
解
消
に
取
り

組
み
、
更
な
る
有
機
農
業
の
推
進
と

地
域
産
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

弥
栄

石
州
和
紙
の
振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
の
「
石

州
半
紙
」
に
代
表
さ
れ
る
石
州
和
紙

は
、
国
の
伝
統
的
工
芸
品
で
、
石
見

神
楽
の
面
や
蛇
胴
に
も
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
昨
年
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
登
録
10
周
年
を
迎
え
、
8
月

に
は
三
隅
中
央
会
館
で
「
石
州
紙
ま

つ
り
」、
12
月
に
は
京
都
市
の
二
条

城
で
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
契
機
に
、
更
な
る
手
漉
き

和
紙
技
術
の
伝
承
と
和
紙
の
利
用
拡

大
に
つ
な
げ
る
た
め
、
和
紙
技
術
者

を
養
成
す
る
研
修
制
度
の
拡
充
と
、

和
紙
の
利
活
用
・
販
路
拡
大
に
向
け

た
支
援
策
を
検
討
し
ま
す
。

三
隅

令
和
７
年
度
予
算

終
わ
り
に

本
年
10
月
に
は
、
新
浜
田
市
が
誕

生
し
て
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の

節
目
に
当
た
り
、
20
周
年
記
念
式
典

の
ほ
か
、
浜
っ
子
夏
ま
つ
り
に
併
せ

て
計
画
し
て
い
る
「
大
盆
踊
り
大

会
」
な
ど
の
記
念
事
業
を
と
お
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
祝
う
と
と
も
に
、

様
々
な
世
代
の
市
民
同
士
の
交
流
や
、

未
来
へ
向
け
た
新
た
な
出
発
の
機
会

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
7
年
度
は
、
私
に
と
っ
て
も
、

本
任
期
最
終
年
度
で
す
。「
元
気
な

浜
田
」
を
実
現
す
る
た
め
の
各
種
施

策
の
仕
上
げ
に
取
り
組
み
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
、
浜
田
市
に
「
住
ん
で
よ

か
っ
た
」
と
実
感
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
強
い
決
意
を
持
っ
て
取
り
組

み
ま
す
。

応急手当の普及活動

上
水
道
基
幹
管
路
の
耐
震
化
で
は
、

新
た
に
周
布
地
区
及
び
国
府
地
区
に

配
水
す
る
管
路
の
工
事
に
着
手
し
ま

す
。下

水
道
事
業
で
は
、
令
和
8
年
度

の
供
用
開
始
を
目
指
し
浜
田
処
理
区

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
令
和

7
年
度
は
、
処
理
場
の
建
設
工
事
を

本
格
化
し
、
市
役
所
を
含
む
殿
町
一

帯
と
、
浜
田
駅
前
周
辺
の
管
路
工
事

に
取
り
組
み
ま
す
。

上
下
水
道
事
業

初
予
算
と
比
較
し
た
場
合
、
次
期
防

災
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
や
美
又

地
域
再
開
発
事
業
な
ど
の
投
資
的
経

費
の
大
幅
増
に
伴
い
、
金
額
で
41
億

7
７
３
２
万
5
千
円
の
増
、
率
に
し

て
10
．
７
％
の
増
で
す
。

引
き
続
き
財
政
健
全
化
に
も
取
り

組
み
ま
す
。
令
和
7
年
度
も
、
約
8

億
円
の
繰
り
上
げ
償
還
を
予
定
し
て

お
り
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負

担
比
率
の
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
堅

持
す
る
計
画
で
す
。

令
和
2
年
度
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
回
線
の
光
化
工
事
に
取
り
組

み
、
宅
内
引
き
込
み
工
事
は
、
令
和

6
年
度
中
に
概
ね
完
了
す
る
見
込
み

で
す
。
高
速
情
報
通
信
基
盤
を
活
用

し
、
防
災
情
報
の
伝
達
手
段
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

や
S
N
S
を
活
用
し
た
行
政
情
報
な

ど
の
発
信
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

自
治
体
D
X
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
、
行
政
効
率
化
の
観
点
か
ら
喫

緊
の
課
題
で
す
。
令
和
7
年
度
に

D
X
推
進
課
を
新
設
し
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
行
政

手
続
き
の
検
討
や
、
全
庁
的
な
事
務

の
効
率
化
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準

化
な
ど
に
注
力
し
ま
す
。

現
在
、
試
験
導
入
中
の
本
庁
窓
口

と
支
所
窓
口
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な

ぎ
、
本
庁
職
員
が
モ
ニ
タ
ー
越
し
に

対
応
す
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
窓
口
」
と
、

手
数
料
な
ど
の
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
」
は
、
令
和
7
年
度
中
の
本
格

導
入
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
情
報
化
と

　
　
自
治
体
D
X
の
推
進本庁と支所をつなぐ

オンライン窓口
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部活動を指導する外部指導者

１
学
校
教
育
の
充
実

教
育
方
針

学
力
育
成
対
策

教
職
員
の
働
き
方
改
革

学
校
施
設
の
整
備

令
和
７
年
度

学
校
給
食

令
和
６
年
度
、
島
根
県
教
育
委
員

会
で
は
、
教
育
振
興
の
最
上
位
計
画

と
な
る
「
次
期
し
ま
ね
教
育
魅
力
化

ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
に
取
り
組
ま
れ

ま
し
た
。
計
画
策
定
の
意
見
聴
取
に

あ
た
り
、
私
は
本
市
の
教
育
の
方
向

性
と
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
５
つ
の
視

点
で
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

1
点
目
に
「
ふ
る
さ
と
教
育
を
原

点
に
ひ
と
づ
く
り
を
目
指
す
」
理
念

の
継
承
、
２
点
目
に
「
こ
ど
も
基
本

法
」
の
理
念
に
沿
っ
た
教
育
観
の
反

映
、
３
点
目
に
「
地
域
の
子
ど
も
は

地
域
で
育
む
」
と
い
う
考
え
方
の
さ

ら
な
る
浸
透
、
４
点
目
に
教
育
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
の
推
進
、
そ
し
て
５
点
目

に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
教
職
員
の

働
き
方
改
革
の
推
進
で
す
。

特
に
、
２
点
目
に
つ
い
て
、
社
会

的
弱
者
で
あ
る
子
ど
も
の
人
権
を
考

え
る
こ
と
は
、
様
々
な
偏
見
や
差
別

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
今
後
の
人
権
教
育
や
人
権

啓
発
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

本
市
は
、
改
め
て
そ
れ
ら
５
点
の

視
点
を
念
頭
に
、
ま
た
、
子
ど
も
の

将
来
像
に
つ
い
て
は
、「
何
を
知
っ

て
い
る
か
」と
い
う
こ
と
以
上
に「
何

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」
と
い
う

視
点
を
大
切
に
し
て
教
育
行
政
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
は
、
い
よ
い
よ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー

ル
と
は
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
し

た
学
校
の
こ
と
で
、「
地
域
と
と
も

に
あ
る
学
校
」、「
学
校
を
核
と
し
た

地
域
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
の
有

効
な
仕
組
み
で
す
。

学
校
と
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
尊
重
し
な
が
ら
、
子
ど
も
に
つ
い

て
語
り
合
い
、
熟
議
し
て
、
具
体
的

な
実
践
活
動
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

学
校
と
地
域
の
協
働
活
動
が
よ
り

深
ま
っ
て
い
く
こ
と
は
、「
社
会
教

育
」
や
「
ふ
る
さ
と
教
育
」
の
充
実

に
も
通
じ
る
の
で
、
児
童
生
徒
の
声

を
聴
き
な
が
ら
、
特
に
、
子
ど
も
の

社
会
参
加
力
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
な

活
動
に
結
び
付
け
、
子
ど
も
た
ち
の

郷
土
愛
を
育
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「
国
語
教
育
を
要
と
し
つ
つ
、
理

数
教
育
の
充
実
に
努
め
る
」
と
い
う

考
え
方
の
も
と
に
、
引
き
続
き
「
協

調
学
習
」、「
図
書
館
活
用
教
育
」、「
要

約
学
習
」
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

小
中
学
校
の
算
数
・
数
学
の
授
業
改

善
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

授
業
改
善
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活

用
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
紙
と
デ
ジ
タ

ル
の
教
材
を
有
効
に
組
み
合
わ
せ
て

授
業
の
質
を
一
層
高
め
ら
れ
る
よ
う

に
、
教
員
の
研
修
や
好
事
例
の
紹
介

な
ど
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
教
育
D
X
の
推
進
に
も

つ
な
が
る
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
を
導
入
し
ま

す
。
こ
れ
は
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り

の
理
解
度
に
応
じ
て
適
正
な
難
易
度

の
問
題
を
出
題
す
る
ド
リ
ル
な
の

で
、
学
校
や
家
庭
で
繰
り
返
し
活
用

す
る
こ
と
で
「
個
別
最
適
な
学
び
」

に
通
じ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

「
部
活
動
の
地
域
移
行
・
地
域
展

開
」
に
つ
い
て
は
、
中
学
生
の
意
見

や
県
の
方
針
を
踏
ま
え
て
、
本
市
に

お
け
る
方
針
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

部
活
動
の
地
域
移
行
・
地
域
展
開

は
、
部
活
動
を
地
域
が
支
え
る
だ
け

で
な
く
、
協
力
団
体
の
後
継
者
育
成

に
も
つ
な
が
る
双
方
向
の
取
組
に
も

な
り
ま
す
の
で
、
関
係
者
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

老
朽
化
し
た
施
設
の
改
修
を
集
中

的
に
行
い
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
か

つ
安
心
し
て
学
べ
る
教
育
環
境
の
改

善
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
特
別
教
室
の
エ
ア
コ
ン
設

置
に
つ
い
て
、
今
年
度
に
中
学
校
の

音
楽
室
か
ら
開
始
し
、
令
和
10
年
度

ま
で
に
各
小
中
学
校
の
理
科
室
や
家

庭
科
室
な
ど
３
教
室
程
度
の
特
別
教

室
に
設
置
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
児
童
生
徒
数
は
大
き
く
減

少
し
て
い
く
見
込
み
な
の
で
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
良
い
教
育
環

境
を
求
め
て
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
、
小
中
学
校
の
適
正
配
置
の
検
討

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

令
和
５
年
度
に
学
校
給
食
費
を
見

直
し
ま
し
た
が
、
保
護
者
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
に
、
今
年
度
に
つ
い

て
も
国
の
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、

激
変
緩
和
措
置
の
継
続
と
価
格
高
騰

が
続
く
コ
メ
の
購
入
補
助
を
行
い
ま

す
。

※

令
和
７
年
度
施
政
方
針
・
教
育

方
針
の
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

３
社
会
教
育
の
推
進

２
家
庭
教
育
支
援
の
推
進

４
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

幼
児
教
育
の
充
実

高
等
学
校

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

芸
術
文
化
施
設
の
整
備

家
庭
教
育
支
援
の
推
進

社
会
教
育
の
推
進

乳
幼
児
期
は
、
遊
び
こ
む
こ
と
が

重
要
な
学
習
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
、
子
ど
も
の
興
味
・
関
心
に
即
し

た
環
境
に
出
会
わ
せ
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
考
え
方
が
更
に
浸
透
し

て
い
く
よ
う
に
、
浜
田
市
幼
児
教
育

セ
ン
タ
ー
や
幼
児
通
級
教
室
の
機
能

を
活い

か
し
な
が
ら
、
各
幼
児
教
育
施

設
や
関
係
機
関
と
と
も
に
幼
保
連
携
、

幼
小
連
携
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

高
等
学
校
の
魅
力
化
に
向
け
て
は
、

Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
教
育
魅
力
化
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
の
活
動
を
通
じ
て
、
高

校
生
の
地
域
活
動
を
支
援
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
市
内
の
高
校
３
校
合

同
に
よ
る
地
元
中
学
校
へ
の
進
学
説

明
会
も
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

高
校
の
定
員
や
教
員
数
を
確
保
し

高
校
の
教
育
力
を
維
持
す
る
こ
と

は
、
高
校
生
の
み
な
ら
ず
小
中
学
生

に
と
っ
て
も
重
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
市
内
の
高
校
へ
の
地
元
進

学
率
向
上
を
目
指
し
て
取
り
組
み
ま

す
。

各
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
実
施

し
て
い
る
親
子
を
対
象
と
し
た
体
験

活
動
や
「
浜
田
親
子
共
育
応
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
！
）」
に
よ
り
、

親
自
身
の
学
び
、
親
同
士
の
関
係
づ

く
り
、
親
子
の
絆
づ
く
り
が
深
ま
る

よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

令
和
12
年
の
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
開
催
に
向
け
て
、
必
要
な
施
設
整

備
を
行
う
た
め
に
、
競
技
会
場
と
な

る
市
野
球
場
、
三
隅
中
央
公
園
市
民

野
球
場
、
市
陸
上
競
技
場
、
サ
ン
・

ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
ス
ポ
ー
ツ
広
場
、
三

拠
点
で
あ
る
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
、
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
に
積
極
的
に
参
画
す
る
人
づ

く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
団
体
と
連
携
し
た
実
践

活
動
が
進
む
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
に
小
中
学
校
に
設

置
す
る
学
校
運
営
協
議
会
と
連
携
・

協
働
し
、「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域

で
育
む
」
の
考
え
の
も
と
、
目
指
す

子
ど
も
像
や
地
域
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
共

図
書
館

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
を
活
用
し
児

童
ク
ラ
ブ
へ
の
貸
出
サ
ー
ビ
ス
を
拡

充
し
、
読
書
環
境
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
引
き
続
き
郷
土
資
料
な

ど
の
整
理
に
取
り
組
み
、
整
理
が
進

ん
だ
も
の
か
ら
公
開
し
て
い
き
ま
す
。

本
年
８
月
２
日
㈯
か
ら
５
日
㈫
ま

で
、
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

体
操
競
技
が
島
根
県
立
体
育
館
を
主

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
暑
さ
対
策

な
ど
を
徹
底
し
、
全
国
各
地
か
ら
集

ま
る
選
手
や
ス
タ
ッ
フ
、
保
護
者
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
満
足
い
た
だ
け
る

大
会
と
な
る
よ
う
、
地
元
高
校
生
を

は
じ
め
関
係
の
皆
さ
ん
と
一
丸
と

な
っ
て
、
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

５
歴
史
文
化
の
伝
承
と
創
造

芸
術
文
化
の
振
興

芸
術
文
化
活
動
は
心
を
豊
か
に
し
、

余
暇
の
充
実
に
も
通
じ
る
活
動
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
そ
う
し
た
活
動
に
関

わ
っ
て
い
く
こ
と
で
創
造
性
も
育
ま

れ
て
い
き
ま
す
。
学
校
だ
け
で
な
く

各
団
体
で
も
子
ど
も
た
ち
が
芸
術
文

化
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
こ
と
は
、
芸
術
文
化
団
体
の
担

い
手
育
成
に
も
通
じ
て
い
く
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
は
浜
田
市
名
誉
市

民
で
あ
る
故
山
﨑
修
二
画
伯
の
ご
遺

族
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
貴
重
な
絵
画
の

中
か
ら
、
浜
田
に
ゆ
か
り
の
深
い
作

品
を
中
心
に
企
画
展
を
開
催
し
、
画

伯
を
広
く
紹
介
す
る
と
と
も
に
功
績

を
顕
彰
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

老
朽
化
し
た
施
設
の
改
修
を
進
め

る
た
め
、
石
央
文
化
ホ
ー
ル
の
外
壁

改
修
工
事
及
び
屋
上
防
水
工
事
に
取

り
組
み
ま
す
。

浜
田
郷
土
資
料
館

施
設
の
建
替
え
に
つ
い
て
、
教
育

委
員
会
と
し
て
は
世
界
こ
ど
も
美
術

館
と
の
複
合
化
案
を
検
討
し
て
き
ま

し
た
が
、
石
見
神
楽
保
存
・
伝
承
拠

点
と
の
親
和
性
も
高
い
こ
と
か
ら
、

こ
の
拠
点
と
の
複
合
化
や
併
設
に
つ

い
て
、
市
長
部
局
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

小
中
学
校
の
適
正
配
置

家
読
（
家
庭
読
書
）
の
推
進

子
ど
も
た
ち
の
成
長
過
程
や
各
家

庭
の
状
況
に
応
じ
た
様
々
な
場
面
に

お
い
て
、
読
書
に
親
し
む
環
境
づ
く

り
や
情
報
提
供
に
関
係
機
関
と
連
携

し
て
取
り
組
み
ま
す
。

石
見
神
楽
の
保
存
・
伝
承

石
見
神
楽
伝
承
内
容
検
討
専
門
委

員
会
か
ら
の
提
言
を
踏
ま
え
、
ま
ず

は
面
や
衣
裳
な
ど
石
見
神
楽
を
支
え

る
も
の
づ
く
り
技
術
の
文
化
財
指
定

に
向
け
た
調
査
、
市
内
に
散
逸
し
て

い
る
歴
史
的
な
石
見
神
楽
用
具
や
関

係
資
料
の
調
査
、
石
見
神
楽
の
歴
史

整
理
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
石
見
神
楽
保
存
・
伝
承
拠

点
に
つ
い
て
は
、
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、
拠
点
の
機
能
や
展
示
活
用
方

法
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

特別教室のエアコン設置

故山﨑修二画伯の作品

美
川
小
学
校
の
建
替
え
に
つ
い
て

は
、
令
和
９
年
度
の
開
校
に
向
け
、

旧
第
四
中
学
校
の
解
体
を
完
了
す
る

と
と
も
に
新
校
舎
の
建
設
工
事
を
開

始
し
ま
す
。

隅
中
央
公
園
市
民
陸
上
競
技
場
を
対

象
と
し
た
競
技
会
場
整
備
基
本
計
画

の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

有
し
な
が
ら
、「
学
校
・
子
ど
も
を

核
と
し
た
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く

り
」
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
前
回
の
学
校
給
食
審
議
会

の
答
申
に
基
づ
き
、
今
年
度
に
は
、

令
和
８
年
度
か
ら
の
学
校
給
食
費
の

改
定
に
つ
い
て
も
検
討
を
始
め
ま
す
。

市
長
に
よ
る
施
政
方
針
の
表
明

に
引
き
続
き
、
岡
田
泰
宏
教
育
長

が
教
育
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を
抜
粋
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
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敬老福祉乗車券を販売・無料交付します
「敬老福祉乗車券」を、今年度も販売・無料交付します。市内公共交通機関を実質半額又は無料で利用できる、

とてもお得な乗車券です。買い物や通院などに活用してください。

敬老福祉乗車券（１冊3,000円分）
・70歳以上の人は1,500円で購入できます。
・無料交付の対象となる障害者手帳を持っている人は、
無料交付に加え1,500円で購入できます。

・運転免許を自主返納した人（運転免許を更新せずに
失効した人の一部も対象）には無料で交付します（１
回限り）。

・１冊当たり100円券×30枚綴りと500円券×６枚綴り
があります。

利用できる（市が契約する）公共交通機関
・石見交通バス・高速バス（浜田広島線全社）
・総企バス・市生活路線バス（おおなんバス含む）
・市予約型乗合タクシー・あいのりタクシー
・市内のタクシー（介護タクシー含む）・井野っ地号
※　乗車前に、乗車券が利用できるタクシーかどうか
確認してください。

※　JR（鉄道）では利用できません。

対象　次の条件に全て該当する人
※　免許更新せずに失効した人のうち、運転経歴証明
書を取得した人も対象です。

・平成28年７月以降に全ての運転免許を自主返納又は
失効した人

・運転免許返納又は失効時及び申請時に市内に住所を
有する人

・運転免許返納又は失効時に70歳以上であった人
・過去に免許返納による無料交付を受けたことがない人
交付内容（１回限り）
１冊3,000円分の乗車券を５冊無料で交付します。
交付に必要なもの
①印鑑（自署の場合不要）
②本人が確認できるもの（保険証など）
自主返納した人の場合
③島根県公安委員会発行の「申請による運転免許の取
消通知書」

④運転経歴証明書又は返納手続をした後の運転免許証
（穴あき）

失効した人の場合
⑤運転経歴証明書
受付時間　午前８時30分～午後４時
交付場所 総合窓口課・各支所防災自治課
※　４月１日㈫～30日㈬（土・日除く）は、本庁舎１
階市民ロビーで交付します。

注意　まちづくりセンターでは運転免許を返納・失効
　した人に対する無料交付は行っていません。

運転免許を返納・失効した人 無料交付無料交付障害者手帳を持っている人
対象
　市内に住所を有し、次のいずれかの障害者手帳を　
持っている人
・身体障害者手帳１・２級
・療育手帳Ａ
・精神障害者保健福祉手帳１～３級
※　人工透析患者・精神障害者通院交通費助成を受け
ている場合は除きます。

交付内容　
　１冊3,000円分の乗車券を、１年度につき、５冊
まで無料で交付します。
※　敬老福祉乗車券の交付を受ける人工透析患者で、
通院距離が片道２㎞以上の医療機関で人工透析療法
（腹膜透析を除く）を受ける場合は、通院距離に応
じて加算があります。

交付に必要なもの　各種手帳（原本）
交付場所
・地域福祉課障がい福祉係（東分庁舎１階）
・各支所市民福祉課
注意
　障害者手帳を持っている人への無料交付は上記　　
　の交付場所でのみ行っています。

受付開始日（販売及び障がい者無料交付分）
　４月１日㈫
利用期限 令和９年３月31日㈬まで
利用上の注意事項
・本人以外は利用できません。
・偽造・譲渡・転売は禁止します。
・払戻し及び再交付はしません。

問合せ　
まちづくり社会教育課公共交通係　☎㉕９２０１　

問合せ
・地域福祉課障がい福祉係　☎㉕９３２２　
・各支所市民福祉課

場所 販売日時

旭

旭支所防災自治課 ４月１日㈫　
以降の開庁日 8:30～17:15

木田まちづくりセンター

平日の開館日 9:00～17:00和田まちづくりセンター
都川まちづくりセンター
市木まちづくりセンター

弥
栄
弥栄支所防災自治課 ４月１日㈫　

以降の開庁日 8:30～17:15

杵束まちづくりセンター 平日の開館日 9:00～17:00

三
隅

三隅支所市民福祉課 ４月１日㈫　
以降の開庁日 8:30～17:15

岡見まちづくりセンター

平日の開館日 9:00～17:00

三保まちづくりセンター
白砂まちづくりセンター
三隅まちづくりセンター
黒沢まちづくりセンター
井野まちづくりセンター

市役所本庁舎１階市民ロビーを除き、５月以降も同様の場所、日時で販売します。
場所 販売日時

浜
田

市役所本庁舎１階
市民ロビー

４月１日㈫～
30日㈬の開庁日 9:00～17:15

市役所本庁舎１階
総合窓口課

５月１日㈭　
以降の開庁日 8:30～17:15

石見まちづくりセンター 平日の開館日 9:00～17:00
長浜まちづくりセンター 平日の開館日 9:00～17:00
周布まちづくりセンター 平日の開館日 9:00～17:00
大麻まちづくりセンター 平日の開館日 9:00～17:00
美川まちづくりセンター 木曜の開館日※　４月24日㈭～ 9:00～17:00
国府まちづくりセンター 平日の開館日 9:00～17:00

有福分館
平日の開館日
（火・金曜日
は午前中のみ）

9:00～17:00

金
城

金城支所防災自治課 ４月１日㈫
以降の開庁日 8:30～17:15

久佐まちづくりセンター

平日の開館日 9:00～17:00
今福まちづくりセンター
美又まちづくりセンター
波佐まちづくりセンター
小国まちづくりセンター

敬老福祉乗車券の販売場所
４月は次の日時・場所で敬老福祉乗車券を販売します。

公共交通チケットを販売します（敬老福祉乗車券とは別枠）
令和７年度限り
令和７年度限り
令和７年度限り
令和７年度限り
令和７年度限り

４月１日㈫から、市内公共交通機関で使用できるチケットを販売します。　

対象　①②のいずれかに該当する人
①市内に住所を有し、年度末時点で70歳以上となる人
（令和７年度は、昭和31年４月１日以前に生まれた人）
※　令和６年度中に上限まで購入した人も、新たに購
入することができます。
②市内に住所を有し、年度末時点で69歳以下で、次の
いずれかの障害者手帳を持っている人
・身体障害者手帳１・２級
・療育手帳Ａ
・精神障害者保健福祉手帳１～３級
※　人工透析患者・精神障害者通院交通費助成を受け
ている場合は除きます。
販売内容
１冊3,000円分の乗車券を1,500円で販売します。

販　売
70歳以上の人・障害者手帳を持っている人

購入できる冊数
１年度につき、１人15冊まで購入できます。
次の地域に住んでいる人は、１年度につき、１人20
冊まで購入できます。
浜田地域…長見町・佐野町・宇津井町・治和町・津摩
町・吉地町・西村町・折居町・東平原町・鍋石町・
櫟田原町・田橋町・横山町・内村町・井野町・上府
町・久代町・宇野町・下有福町・大金町
金城・旭・弥栄・三隅地域…全域
購入に必要なもの
①印鑑（自署の場合不要）
②本人が確認できるもの（保険証など）
※　申請書は、各販売場所にあります。また、市ホー
ムページからダウンロードもできます。
※　代理申請の場合、同居する家族以外は、委任状が
必要です。

　販売内容
　　１冊3,000円の公共交通チケットを1,000円で販売
　します。100円券のみの販売となります。
　※　購入は、一人１回（上限２冊）です。

有効期限 令和８年２月28日㈯まで
注意　敬老福祉乗車券とは期限が違いますので、
　　ご注意ください。
販売対象者・利用できる公共交通機関・販売場所
　敬老福祉乗車券と同じです。

問合せ　
まちづくり社会教育課公共交通係　☎㉕９２０１　

※　浜田地域の各まちづくりセンター（美川を除く）は
４月21日㈪から販売します。
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問合せ　環境課くらしと環境係　☎㉕９４２０

犬の飼い主には、生後91日以上の飼い犬に生涯１回の登録と狂犬病予防注射を毎年受けさせることが法律で定め
られています。
市では、各地域で新規登録の受付と狂犬病予防集合注射を実施します。会場については下記及び次ページの日程

表を確認し、間違いのないようお越しください。
どの会場でも注射・登録ができます。また、当日は雨天でも実施します。

4月 場　所 時　間 4月 場　所 時　間 4月 場　所 時　間
９
日
㈬

牛谷バス停付近 8:55～ 9:00

11
日
㈮

長浜商港バス停付近 10:25～10:30

14
日
㈪

キヌヤ長澤店駐車場 9:15～ 9:20
美川まちづくりセンター西分館前 9:05～ 9:10 長浜まちづくりセンター前 10:35～10:40 ヒルズガーデン神在入り口 9:25～ 9:30
櫟田原公民館前 9:20～ 9:25 浜田商業高校上り口付近 10:45～10:50 下府公民館前 9:35～ 9:40

10
日
㈭

上内田バス停付近 8:50～ 8:55 熱田５町内集会所 10:55～11:00 国府まちづくりセンター前 9:45～ 9:50
美川まちづくりセンター駐車場 9:00～ 9:05 汐入県職員住宅前 11:05～11:10 国分尼寺跡前 10:00～10:05
下鍋石バス停付近 9:15～ 9:20 笠柄児童公園 11:15～11:25 ブルーコーンズ前 10:10～10:15
石見まちづくりセンター長見分館入口付近 13:35～13:40 青川陸橋下駐車場付近 11:30～11:35 国府まちづくりセンター有福分館前 10:25～10:30
石見まちづくりセンター細谷分館前 13:55～14:00 瀬戸ケ島町 高森様宅前 11:40～11:45 姉金　千代延様宅付近 10:35～10:40

11
日
㈮

大麻まちづくりセンター前 8:50～ 8:55 浜田保健所 11:50～12:05 宇野簡易郵便局付近 10:45～10:50
西村インター口浜田市街寄り待避所 9:00～ 9:05 13

日
㈰
市役所東分庁舎前駐車場 9:30～11:30

上府自治公民館 10:55～11:00
門田公民館 9:10～ 9:15 上府町市尻酒店付近 11:05～11:10
吉地集会所 9:20～ 9:25 竹迫団地公園前（４町内）11:20～11:25
周布１町内公民館 9:30～ 9:35

14
日
㈪

ラ・ペアーレ浜田 8:35～ 8:40 野原町２公民館前 11:30～11:35
周布まちづくりセンター前 9:40～ 9:45 ヘルパーステーション

花笑み駐車場 8:45～ 8:50 野原町１公民館下駐車場 11:40～11:45
JFしまね津摩出張所 9:55～10:00 15

日
㈫

旧後野小学校下 8:50～ 8:55
日脚公民館児童館 10:05～10:10 生湯海水浴場休憩所付近 8:55～ 9:00 両間口バス停付近 9:00～ 9:05
日脚児童公園付近（大久保団地内）10:15～10:20 二反田団地集会所前 9:05～ 9:10 旧佐野小学校 9:10～ 9:15

令和７年度狂犬病予防集合注射日程表

狂犬病予防集合注射を実施します
令和７年度

浜田

旭
4月 場　所 時　間 4月 場　所 時　間 4月 場　所 時　間

15
日
㈫

丸原センター 10:00～10:10
15
日
㈫

戸川生活改善センター 11:40～11:45 15
日
㈫

市役所旭支所 13:20～13:25
谷神社付近 10:45～10:50 本郷バス停留所付近 11:50～11:55 木田生活改善センター 13:35～13:40
都川高齢者活動促進センター 11:00～11:05 重富生活改善センター 12:00～12:05 山ノ内生活改善センター 13:45～13:50
市木生活改善センター 11:20～11:30 和田生活改善センター 12:10～12:15

注意事項
・郵送したお知らせハガキを持っている人から優先
的に注射しますので、ハガキを忘れずに持参して
ください。

・注射料金の支払いについては、なるべくお釣りの
ないようご協力お願いします。

・当日の交通事情などにより、巡回車が予定時間に
到着しない場合があります。

・犬が高齢・妊娠中・投薬中・ほかのワクチン接種
後１か月以内・病気や体調不良の場合は、動物病
院を受診してください。

・会場で受けることができない場合は、動物病院で
注射を受けてください（登録もできます）。ただし、
手数料が加算される場合があります。

・浜田市以外で登録している犬・生後91日未満の犬
は、当日会場で注射を受けられません。

・新規登録は浜田市に住民票のある人に限ります。

4月 場　所 時　間 4月 場　所 時　間 4月 場　所 時　間

９
日
㈬

ひゃこるバス周布地停留所付近 9:35～ 9:40

9
日
㈬

矢富石油店岡見給油所裏駐車場 11:05～11:10

9
日
㈬

芦谷集会所前 13:15～13:20
市場集会所前 9:45～ 9:50 岡見まちづくりセンター前 11:15～11:20 みのり会館前 13:25～13:30
井川集会所前 10:00～10:10 古湊漁村センター 11:25～11:30 上今明神明宮下 13:35～13:40
河野建設㈱向側広場 10:15～10:20 三保まちづくりセンター前 11:35～11:40 下室谷集会所前 13:50～13:55
河内橋上待避所 10:25～10:30 谷集会所 12:50～12:55 東平原上集会所前 14:00～14:05
市役所三隅支所 10:35～10:45 海石集会所 13:00～13:05 白砂まちづくりセンター前 14:10～14:15
㈲杖田農機店グリーンショップ横 10:55～11:00

4月 場　所 時　間 4月 場　所 時　間 4月 場　所 時　間

10
日
㈭

野坂　前山様宅前 9:25～ 9:30
10
日
㈭

旧美里無人市前（小角） 11:10～11:15 10
日
㈭

市役所弥栄支所 11:50～11:55
西の郷ライスセンター前 9:35～ 9:40 稲代集会所 11:20～11:25 西河内　山崎様宅前 13:00～13:05
杵束まちづくりセンター前 9:45～ 9:55 六歩谷集会所 11:30～11:35 日高集会所 13:10～13:15
熊の山　齋藤様宅前 10:20～10:25 高坂谷　小松原様宅付近 11:40～11:45
大坪バス停留所前 11:00～11:05

4月 場　所 時　間 4月 場　所 時　間 4月 場　所 時　間

15
日
㈫

下長屋集会所前 9:20～ 9:25

16
日
㈬

浄蓮寺下 10:15～10:20

16
日
㈬

新開集会所 12:15～12:20
ふれあい会館裏（県道側） 9:30～ 9:35 榎田橋（県道側）付近 10:25～10:30 今田よりあい会館 13:30～13:35
美又口　渡辺様宅横 9:40～ 9:45 旧JA小国事業所前 10:40～10:45 金田会館 13:40～13:45
久佐川生活改善センター付近 9:50～ 9:55 上徳田バス停付近 10:50～10:55 小松木口 13:50～13:55

16
日
㈬

小笹集会所 8:55～ 9:05 浄光寺谷バス停付近 11:05～11:10 入野集会所 14:00～14:05
伊木集会所 9:10～ 9:15 新生集会所 11:15～11:20 越沢集会所 14:10～14:15
下ノ原　鍛冶畑様宅入口付近 9:25～ 9:30 久佐まちづくりセンター前 11:25～11:30 大元集会所 14:20～14:25
かたらいの家前 9:35～ 9:40 下久佐集会所 11:40～11:45 福原集会所 14:30～14:35
深笹上集会所 9:50～ 9:55 上長屋集会所 11:50～11:55
波佐まちづくりセンター前 10:05～10:10 上組集会所 12:00～12:05

三隅

弥栄

金城

消防団地域の安全と安心を守る
　～あなたも浜田市を守る一員になろう～
消防団員は地域における消防防災リーダーとして、自分の職業を持ちながら、
「自分たちのまちは、自分たちで守る」という思いを胸に、消火活動や防災活動など
を行っています。

詳
細
は
お

問い
合わせを！

細団員募集

問合せ
　消防本部警防課　☎㉕５１６７

入団のメリット
・防災知識や技術が身につき身近な人を守ることができる。
・幅広い世代・職種の人とつながりができる。
・学生は、就職活動に使える「学生消防団活動認証制度」がある。

消防団員には報酬が支給されます
〇団員報酬　年額36,500円
〇出動報酬　訓練・講習などに参加した場合
　　　　　　１回3,000円
　　　　　　火災・水害などに出動した場合
　　　　　　１回4,000円～最大12,000円
※　消防団活動中にケガをした場合「公務災害補償制度」
　によって補償されます。

持参するもの
既に犬の登録をしている場合
・予防注射料金１頭3,050円
　（ワクチン代2,500円・注射済票交付手数料550円）
・令和７年度狂犬病予防集合注射のお知らせハガキ
※　既に登録のある人には、お知らせハガキを郵送しま
す。

新規登録の場合
・登録手数料１頭3,000円
共通
・ビニール袋などのフン処理用具

飼い主へのお願い
・犬を制御できる人が同行してください。
・接種時にはしっかりと犬の体を固定してください。
※　市職員は犬の固定などはしません。
・ケガなどの防止のため、長袖・長ズボンなどの安全面
を考慮した服装でお越しください。

・逃走防止のため、犬には必ずリードを付けてください。
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・身分証明書
・搭乗証明書（搭乗後、ANAのウェブサイトで発行可能）
・学生の場合は在学していることが分かるもの（学生証など）

申請・問合せ
・商工労働課商工労働係　☎㉕９５００
・各支所産業建設課

申請に必要なもの

萩・石見空港利用促進補助金の申請期限は以下のとおりです。
申請漏れのないよう手続をお願いします。

搭乗証明書について
搭乗時に発行されていた「ご搭乗案内（ピンクの紙）」が廃止されました。
申請には「ご搭乗案内（ピンクの紙）」に代わり、自身で印刷した「搭乗証明書」が必要となります。
※　当面の間、本庁舎４階商工労働課に「搭乗証明書」印刷用のパソコンとプリンターを設置しています。

搭乗日 受付期限
令和６年４月１日～令和７年３月31日 令和７年４月30日㈬
令和７年４月１日～令和８年３月31日 令和８年４月30日㈭

萩・石見空港利用促進補助金を

萩・石見空港の利用促進にご協力いただきありがとうございます。
浜田市では、萩・石見空港（東京線・定期便）の運行継続を目的とした利用促進補助金を交付しています。
今後も萩・石見空港の利用拡大と地域活性化への取組にご理解・ご協力をお願いします。

補助区分・金額
萩・石見空港（東京線・定期便）を利用した人に次の区分に応じて浜田市共通商品券をお渡しします。

居住地 補助区分 補助金額（片道）

浜田市内
市内高校・大学・専門学校生 2,500円
３人以上の同一便利用 2,500円
２人以下の同一便利用 1,500円

浜田市外 浜田市内在住の保護者と生計を同一にする、浜田市以外に在住する学生 1,500円

継続します
萩・石見空港利用促進補助金を

令和７年度 補助概要

搭乗日によって
申請受付期限が
異なりますので
注意してください

補助金の申請受付期限補助金の申請受付期限

市長日記元気な浜田をつくります （令和７年２月）

石州瓦の共同研究を行っている亀谷窯業㈲とシンガポール国立大学の表敬訪問を受けました（２月25日）

ハイブリッドウインドオーケストラ定期
演奏会に出席しました（２月23日）

浜田商工会議所から浜田駅前エリアの活
性化に関する要望を受けました
（２月20日）

島根県市長会会長として島根県市長会定
例会に出席しました（２月12日）

米軍機騒音等対策協議会会長として総会
を開催しました（２月10日）

石見神楽大阪・関西万博公演実行委員会
会長として、委員会を開催しました
（２月19日）

県立大学生・市民研究員・㈲錦栄堂が開
発した「のどぐろもなか」の完成報告を
受けました（２月18日）

「石見神楽を創り出したまち浜田 日本
石見神楽大会」に出席しました
（２月16日）

㈱トラストバンクとの商品開発支援等の
連携に関する協定を更新しました
（２月10日）

驛鈴で結ぶ観光・文化交流協定を締結し
ている松阪市の市制施行20周年記念式典
に出席しました（２月９日）

浜田市連合自治協議会の「市長･議長と
語る会」に出席し浜田市の話題について
講演しました（２月７日）

協働のまちづくりフ
ォーラムを開催し、

４団体からまちづく
り活動の実践発表が

ありました（２月２
日）
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♥Town Topics♥Town Topics ま ち の 　 わ だ い

有機野菜のほ場を視察する世界各国の若者たち

豆つかみに挑戦

絵本の読み語りを楽しむ参加者

集落の危険箇所を確認する参加者

　２月９日㈰、未来のリーダーを育成するプログラム「世界青
年の船」の視察がふるさと体験村で行われました。訪れた世界
各国の若者約30人は、味噌づくり体験や有機野菜のほ場視察を
通じて弥栄地域の取組を体験しました。
　また、参加者同士でディスカッションを行い、弥栄地域の魅
力や課題、日本の文化について理解を深めました。
　当日は雪が降り積もり、あいにくの天気でしたが、初めて雪
に触れる参加者は、雪合戦などをしながら日本の冬を楽しんで
いました。

　２月８日㈯、三隅図書館で「おはなし会」が開催されました。
これは、平成25年５月26日の開館以来、子どもたちが絵本や紙
芝居に親しむことを目的として、毎月市民ボランティア団体
「ブッくま」の協力のもと開催している催しです。
　おはなし会は手遊び歌から始まり、季節や子どもたちの興味
を考慮した絵本と紙芝居の読み語りが行われ、参加者は絵本の
世界に触れながら楽しいひとときを過ごしました。
　「ブッくま」代表者の金本妙子さんは「これからも楽しさと学
びを継続したい。ぜひ参加してほしい」と話していました。

　２月７日㈮、旭地域の放課後児童クラブに通う子どもたちと
高齢者クラブの人との交流節分会が、今市児童クラブで行われ
ました。
　これは、今市まちづくりセンターが異世代交流として定期的
に企画するもので、今回は25人の児童と11人の大人が参加しま
した。室内での豆まきのほか、お箸を使った豆つかみゲームや
おやつタイムなどを通して交流を深めました。
　高齢者クラブの参加者も「子どもたちと一緒にいることで気
持ちが若返る」と笑顔で楽しんでいました。

　１月26日㈰、弥栄会館で防災研修会が開催され、弥栄地域の
自治会長や自主防災組織の会員、防災士など約40人が参加しま
した。
　講師から、家庭での火災予防や活断層地震のリスク、集落で
の情報収集の重要性について説明があり、非常に有意義な研修
会となりました。また研修会終了後には、市消防職員の指導に
より「煙体験」が実施されました。参加者からは、「地域で防災
について話し合う良いきっかけとなったので、今後も防災に取
り組んでいきたい」との感想が寄せられました。

国際的視野の異文化交流
～ 世界青年の船 ～

やさか

ふれあいの節分会
～ 放課後児童クラブ・高齢者クラブ交流節分会 ～

あさひ

ようこそ、おはなしの世界へ
～ 三隅図書館　おはなし会 ～

みすみ

地域で取り組む防災意識
～ 弥栄地域防災研修会 ～

やさか

雪の中の旧線を歩く参加者

展示されている長浜人形

三角巾の使い方の説明と実演

　２月23日㈷、今福まちづくりセンター主催の「幻の広浜鉄道
今福線ウォーキング大会」が行われました。旧線や新線の下長
屋トンネル（全長1.6㎞）などを歩く約5.5㎞コースで、遠くは
関東圏からの参加者もあり、178人が参加しました。
　今年は雪の中のアドベンチャーウォークとなり、参加者は「寒
かったけど、めったにないロケーションの中でのウォーキング
は最高でした」と感想を話していました。
　ウォーキング後は、ジビエカレーを食べて貴重な体験ができ
た一日でした。

　地産地消と魚食普及を目的として、市内小中学校の各最終学
年に「どんちっちノドグロ」の学校給食が提供されました。
　２月19日㈬には、第三中学校の３年生が浜田の水産業に関す
る出前講座を受けた後、ノドグロの下処理を行った浜田水産高
校の生徒から高校の活動について説明を受けました。
　その後の給食では、どんちっちノドグロの塩焼きが振る舞わ
れ、「脂が乗っておいしい」と生徒たちに大好評でした。ノドグ
ロと一緒に、漁業者や水産高校の生徒、調理師など多くの関係
者が込めた思いも届いた給食となりました。

　２月17日㈪から３月７日㈮まで、美又まちづくりセンターで
地域の人から寄贈を受けた約120体の長浜人形などのひな人形
と手作り作品などを展示する「ミニミニ文化展」が開催されま
した。
　今ではめずらしくなった長浜人形が飾られ、一足早いひなま
つりとなりました。また、地域の人が作った編み物の手芸品や
絵画、竹灯籠、竹で編んだかごなどの作品が展示されました。
　テレビニュースでも紹介され、県東部からの来訪者もあり、多
くの人でにぎわいました。

　２月９日㈰、岡見まちづくりセンターで救急法の応急手当講
習会が行われ、26人が参加しました。これは、突然のケガや病
気に見舞われた際、救急車が到着するまでの間、応急手当がで
きるように、岡見地域福祉推進協議会が昨年に引き続き企画し
たものです。
　当日は、日本赤十字社島根県支部から２人の講師を招き、止
血方法や三角巾（包帯）の使い方など、いざという時に使える
応急手当を学びました。参加者は、「もしもの時の対処方法が学
べて良かった」と話していました。

アドベンチャーウォーキング
～ 幻の広浜鉄道今福線ウォーキング大会 ～

かなぎ

ひな人形と手作り作品
～ ひなまつり＆ミニミニ文化展 ～

かなぎ

浜田の魚でおいしい給食
～ どんちっちノドグロ学校給食 ～

はまだ

いざという時に備えて
～ 救急法応急手当講習会 ～

みすみ

笑顔でノドグロを頬張る生徒
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安
全
安
心

ア
ラ
イ
グ
マ
を
見
か
け
た
ら

ア
ラ
イ
グ
マ
は
危
険
で
す

ア
ラ
イ
グ
マ
は
北
米
原
産
の
動
物

で
、
繁
殖
力
が
高
く
、
日
本
で
は
特

定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
近
年
、
浜
田
市
内
全
域
に
も
生

息
分
布
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

ア
ラ
イ
グ
マ
を
目
撃
し
た
り
、
被

害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
ラ
イ
グ
マ
の
特
徴

・
尾
が
し
ま
模
様

・
指
が
５
本
で
手
先
が
器
用

・
耳
が
白
い

・
目
の
周
り
が
黒
い

・
木
登
り
が
得
意
で
、
民
家
や
神
社

の
隙
間
や
床
下
の
通
風
口
か
ら
侵

入
し
、
天
井
裏
で
生
活
・
繁
殖
す

る
（
屋
根
裏
を
糞
尿
で
汚
し
た
り
、

断
熱
材
な
ど
を
破
壊
す
る
）。

・
狂
犬
病
や
ア
ラ
イ
グ
マ
回
虫
な
ど

人
に
感
染
す
る
病
原
体
を
持
っ
て

い
る
。

・
性
格
が
凶
暴
で
ペ
ッ
ト
や
家
畜
を

襲
っ
た
り
、
ペ
ッ
ト
の
エ
サ
を
食

い
荒
ら
す
。

・
雑
食
性
で
、
農
作
物
（
ス
イ
カ
、

と
う
も
ろ
こ
し
、
ぶ
ど
う
、
柿
な

ど
）
を
食
い
荒
ら
す
。

・
水
辺
環
境
を
好
ん
で
金
魚
や
コ
イ

な
ど
を
食
べ
る
。

・
カ
エ
ル
、
イ
モ
リ
な
ど
を
捕
ま
え

る
た
め
田
に
入
り
、
稲
を
踏
み
倒

す
。

身
近
に
で
き
る
被
害
対
策

・
縁
の
下
や
通
風
口
、
増
築
部
分
の

屋
根
付
近
の
継
ぎ
目
な
ど
の
す
き

間
を
頑
丈
な
も
の
で
塞
ぐ
。

・
庭
木
の
枝
を
伝
っ
て
屋
内
に
侵
入

さ
れ
な
い
よ
う
、
枝
が
屋
根
に
か

か
る
前
に
、
定
期
的
に
剪せ

ん
て
い定

す
る
。

・
屋
根
裏
な
ど
の
ね
ぐ
ら
付
近
で
煙

が
出
る
殺
虫
剤
を
焚
く
、
忌
避
剤

を
撒
く
な
ど
し
て
追
い
出
す
。

ク
マ
の
生
態
を
知
っ
て
被
害

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

ク
マ
の
運
動
能
力
は
人
間
を
は
る

か
に
超
え
ま
す
。
遭
遇
し
た
場
合
は

大
変
危
険
な
た
め
、
山
林
や
渓
流
な

ど
の
出
没
が
予
想
さ
れ
る
場
所
や
、

爪
痕
や
糞
な
ど
の
痕
跡
が
確
認
で
き

た
場
所
で
は
、
ク
マ
の
被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

人
間
の
存
在
を
知
ら
せ
る

・
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
、
音
や
に
お
い

に
敏
感
で
す
。
ほ
と
ん
ど
は
、
人

よ
り
先
に
人
間
の
接
近
を
知
っ
て

逃
げ
て
い
き
ま
す
。

・
天
候
の
悪
い
日
や
川
の
周
り
で
は
、

水
の
音
や
視
界
の
暗
さ
、
風
向
き

か
ら
、
人
も
ク
マ
も
お
互
い
に
気

付
き
に
く
く
な
り
ま
す
。
見
通
し

の
悪
い
場
所
に
は
近
付
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
早
朝
や
夕
暮
れ
時
は
ク
マ
の
行
動

時
間
と
重
な
り
ま
す
。
外
出
す
る

と
き
は
特
に
周
囲
に
気
を
付
け
、

ク
マ
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
出
る

も
の
を
必
ず
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

※

鈴
は
大
き
い
音
の
も
の
で
あ
れ

ば
、
一
般
の
も
の
で
構
い
ま
せ
ん
。

出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…

・
逃
げ
る
も
の
を
反
射
的
に
追
い
か

け
る
習
性
が
あ
り
ま
す
。
背
中
を

見
せ
ず
に
、
ゆ
っ
く
り
後
ず
さ
り

し
て
そ
の
場
を
離
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
持
ち
物
を
一
つ
ず
つ
置
い
て
い
き
、

ク
マ
の
興
味
を
逸
ら
し
ま
す
。

・
そ
れ
で
も
襲
っ
て
き
た
と
き
は
、

首
の
後
ろ
で
手
を
組
み
、
ヒ
ジ
と

ヒ
ザ
を
地
面
に
付
け
て
う
つ
伏
せ

で
丸
く
な
り
、
命
を
守
る
行
動
を

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

作
物
な
ど
へ
の
被
害
防
止

・
生
ご
み
は
放
置
し
た
り
、
畑
な
ど

に
捨
て
な
い
よ
う
に
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ま
し
ょ
う
。

・
ビ
ワ
、
ヤ
マ
モ
モ
、
桑
な
ど
の
実

や
タ
ケ
ノ
コ
は
、
ク
マ
を
誘
引
す

る
可
能
性
が
高
い
の
で
、
で
き
る

だ
け
早
く
収
穫
し
ま
し
ょ
う
。

・
家
周
辺
の
ハ
チ
の
巣
は
撤
去
し
ま

し
ょ
う
。

・
養
蜂
施
設
は
設
置
場
所
に
注
意
し
、

電
気
柵
（
棚
線
３
段
張
り
）
を
必

ず
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

・
臭
い
が
ク
マ
を
呼
び
寄
せ
る
た
め
、

キ
ャ
ン
プ
や
登
山
、
渓
流
釣
り
で

出
た
ご
み
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
。

ク
マ
を
目
撃
し
た
場
合

・
刺
激
し
な
い
よ
う
に
、
慌
て
ず
騒

が
ず
、
静
か
に
立
ち
去
り
ま
し
ょ

う
。

・
子
グ
マ
を
見
か
け
た
場
合
、
近
く

に
親
グ
マ
が
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
子
連
れ
の
親
グ
マ
は
特
に

危
険
で
す
の
で
、
速
や
か
に
そ
の

場
を
立
ち
去
っ
て
く
だ
さ
い
。

目
撃
や
被
害
の
連
絡

ク
マ
を
目
撃
し
た
り
、
被
害
が
発

生
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
頭
数
や

大
き
さ
な
ど
の
特
徴
、
逃
げ
た
方
向

な
ど
の
情
報
、
被
害
状
況
を
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
合
せ

・
農
林
振
興
課
林
業
畜
産
係

☎
㉕
９
５
１
０

・
各
支
所
産
業
建
設
課

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

４
月
６
日
㈰
か
ら
15
日
㈫
ま
で
の

10
日
間
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
４
月
10
日
㈭
は
、
交
通
事

故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
と
し
て
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

市
で
も
、
交
通
事
故
防
止
に
向
け

た
広
報
や
啓
発
活
動
を
実
施
し
、
よ

り
一
層
の
安
全
運
転
の
徹
底
を
呼
び

か
け
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
る
と
と
も
に
、
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
、
交
通
事

故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

①
こ
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
が

安
全
に
通
行
で
き
る
道
路
交
通
環

境
の
確
保
と
正
し
い
横
断
方
法
の

実
践

②
歩
行
者
優
先
意
識
の
徹
底
と
な
が

ら
運
転
等
の
根
絶
や
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
適
切

な
使
用
の
促
進

③
自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機
付
自

転
車
利
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

と
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
の
徹
底

問
合
せ

防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

☎
㉕
９
１
２
２

生
活
・
環
境

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
で

夏
を
快
適
に
過
ご
そ
う

ゴ
ー
ヤ
苗
を
無
料
配
布
し
ま
す

は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
で

は
、
身
近
に
で
き
る
夏
の
省
エ
ネ
活

動
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の

普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
で
省
エ
ネ
し
、
夏
バ
テ
防

止
の
健
康
野
菜
、
ゴ
ー
ヤ
を
食
べ
て

元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
と
は
？

あ
さ
が
お
や
ゴ
ー
ヤ
な
ど
の
ツ
ル

性
植
物
を
窓
の
外
に
作
る
自
然
の

カ
ー
テ
ン
の
こ
と
で
す
。

対
象

市
内
に
住
所
を
有
す
る
世
帯

受
付
期
間

４
月
３
日
㈭
〜
18
日
㈮

配
布
セ
ッ
ト
内
容

ゴ
ー
ヤ
苗
３

本
・
堆
肥
１
袋
の
セ
ッ
ト

配
布
数

４
０
０
セ
ッ
ト

※

１
世
帯
１
セ
ッ
ト

料
金

無
料

申
込
方
法

郵
便
ハ
ガ
キ
に
「
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
希
望
」
と
明
記

し
、
自
分
の
住
所
・
氏
名
・
日
中

に
連
絡
の
つ
く
電
話
番
号
・
受
取

希
望
場
所
（
本
庁
又
は
各
支
所
）

を
記
入
の
上
、
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。

宛
先

〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

浜
田
市
殿
町
１
番
地

浜
田
市
役
所
環
境
課

※

電
話
・
窓
口
で
の
申
込
み
は
受

け
付
け
ま
せ
ん
。

※

受
付
終
了
後
、
引
換
券
を
送
付

し
ま
す
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
）。

※

抽
選
で
外
れ
た
人
に
も
、
ハ
ガ

キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

配
布
方
法

引
換
券
を
持
参
し
、
指

定
し
た
場
所
で
受
け
取
っ
て
く
だ

さ
い
（
代
理
可
）。

配
布
時
期

５
月
中
旬
以
降

配
布
場
所

本
庁
及
び
各
支
所

※

各
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
は

配
布
し
ま
せ
ん
。

※

詳
し
く
は
、
引
換
券
に
記
載
し

ま
す
。

※

取
組
後
に
、
簡
単
な
報
告
書
の

提
出
が
必
要
で
す
（
様
式
を
渡
し

ま
す
）。

問
合
せ

は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進

隊
事
務
局
（
環
境
課
内
）

☎
㉕
９
４
２
０

島
根
県
警
察
で
は
、
自
動
音
声
に

よ
る
案
内
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

西
部
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
は
３
月

６
日
㈭
か
ら
運
用
を
開
始
し
て
お
り
、

浜
田
警
察
署
は
４
月
以
降
の
運
用
開

始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
４
月
１
日
㈫
か
ら
県
内
全

て
の
駐
在
所
の
加
入
電
話
を
廃
止
し

ま
す
。
駐
在
所
に
用
事
が
あ
る
場
合

は
、
警
察
署
に
電
話
い
た
だ
け
れ
ば

お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

浜
田
警
察
署

☎
㉒
０
１
１
０

・
生
ご
み
や
く
ず
野
菜
な
ど
を
田
畑

へ
捨
て
な
い
。

・
農
作
物
を
被
害
か
ら
守
る
た
め
に
、

ト
タ
ン
や
ネ
ッ
ト
柵
な
ど
の
侵
入

防
護
柵
で
は
な
く
、
地
上
か
ら
10

㎝
間
隔
で
4
本
の
電
気
柵
を
張
り
、

常
時
通
電
す
る
（
下
草
管
理
の
徹

底
が
必
要
）。
ま
た
、
金
網
柵
の

上
に
電
線
3
本
を
張
っ
て
、
登
ら

せ
て
感
電
さ
せ
る
方
法
も
あ
る
。

連
絡
・
問
合
せ

・
農
林
振
興
課
林
業
畜
産
係

☎
㉕
９
５
１
０

・
各
支
所
産
業
建
設
課

島
根
県
警
察

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
導
入
と

駐
在
所
加
入
電
話
の
廃
止

訂
正「広

報
は
ま
だ
」
3
月
号
の
Ｐ
8

に
次
の
と
お
り
人
名
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

「
浜
田
市
消
防
団
出
初
め
式
を
開

催

永
年
勤
続
団
員
を
表
彰
し
ま
し

た
」
内

団
長
表
彰

功
績
表
彰

下
府
分
団

誤

吉
川

純
行

正

古
川

純
行

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

1819 広報はまだ：令和７年４月号広報はまだ：令和７年４月号



４月側溝消毒予定表
日 曜 場所
２ 水 熱田町11～13
３ 木 熱田町14、内田町
７ 月 長浜町１～８
８ 火 治和町２・３・５・６、津摩町、陽光台
９ 水 唐鐘１～９
10 木 国分町１～３、唐鐘10・11､ 下府町４～６・８
14 月 下府町１～３・６ー１、上府町伊甘
15 火 上府町三宅、外ノ浦町、松原町１～３・６・８
16 水 松原町４・５・７・８、殿町１・６～８
17 木 殿町１～５、田町２～５
21 月 田町１、琵琶町、朝日町１～６・９・10
22 火 朝日町１～４・６～８、牛市町
23 水 紺屋町２・３、天満町、新町、錦町
24 木 蛭子町、栄町、片庭町
28 月 港町１～４
30 水 京町、高田町、清水町、真光町
※　週４日（月～木曜日）の作業です。
※　雨天などにより中止した場合、金曜日に実施する
ことがあります。

問合せ　環境課廃棄物衛生係　☎㉕９４３０

令
和
７
年
度
家
庭
ご
み
収
集

日
程
表
に
つ
い
て

広
報
は
ま
だ
３
月
号
と
一
緒
に
配

布
し
た
令
和
７
年
度
の
「
家
庭
ご
み

収
集
日
程
表
」
は
、
４
月
１
日
㈫
か

ら
令
和
８
年
３
月
31
日
㈫
ま
で
の
１

年
間
の
日
程
で
す
。

ご
み
は
、
決
め
ら
れ
た
日
に
、
決

め
ら
れ
た
ご
み
を
、
決
め
ら
れ
た
ご

み
袋
で
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
浜
田
市
で
は
、
ご
み
分
別

ア
プ
リ
を
利
用
で
き
ま
す
。
登
録
す

る
と
、
ご
み
の
出
し
方
を
確
認
し
た

り
、
カ
レ
ン
ダ
ー
、
ア
ラ
ー
ト
通
知

な
ど
が
利
用
で
き
る
便
利
な
ア
プ
リ

で
す
。
ぜ
ひ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

環
境
課
廃
棄
物
衛
生
係

☎
㉕
９
４
３
０

iOS版Android版

「HAMADAごみ分別アプリ」は
こちらからダウンロードできます

広
報
は
ま
だ
2
月
号
で
案
内
し
た
、

市
と
協
定
を
締
結
し
て
い
る
リ
ネ
ッ

ト
ジ
ャ
パ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
㈱
が
行
う
、

不
要
に
な
っ
た
パ
ソ
コ
ン
の
宅
配
便

に
よ
る
回
収
に
つ
い
て
、
4
月
1
日

㈫
か
ら
価
格
が
左
表
の
と
お
り
改
定

さ
れ
ま
す
。

※

箱
の
サ
イ
ズ
は
、
縦
・
横
・
高

さ
の
合
計
が
１
４
０
㎝
、
重
量
が

20
㎏
以
内

回
収
手
順

①
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

㈱
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
み

②
不
要
な
パ
ソ
コ
ン
を
段
ボ
ー
ル
に

詰
め
る

③
宅
配
業
者
が
希
望
日
時
に
回
収

詳
細
は
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
リ
サ

イ
ク
ル
㈱
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
み
が
で

き
な
い
人
は
、
問
合
せ
専
用
窓
口
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
専
用
窓
口

リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ

パ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
㈱

☎
０
５
７
０
‐
０
８
５
‐
８
０
０

リネットジャパン
リサイクル㈱
ホームページは
こちらから見られます

不
要
に
な
っ
た
パ
ソ
コ
ン
の

宅
配
便
に
よ
る
回
収
の
価
格

が
改
定
さ
れ
ま
す

現行価格 新価格
（４月１日㈫～）

パソコンを
含む回収 無料 無料
パソコンを
含まない回収 1,760円（税込） 1,848円（税込）
2箱目以降
の回収 1,760円（税込） 1,848円（税込）

有

料

広

告

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を

　
　
　
　
　
応
援
し
ま
す

市
で
は
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
身

体
障
が
い
者
又
は
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者

の
居
住
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
、

既
存
住
宅
を
市
内
の
工
務
店
な
ど
を

利
用
し
て
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合

に
、
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

・
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

対
象
住
宅

市
内
に
所
有
し
、
現
に

居
住
し
て
い
る
住
宅
用
火
災
警
報

器
が
設
置
し
て
あ
る
個
人
住
宅
又

は
併
用
住
宅
の
個
人
住
宅
部
分
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
が

居
住
し
て
い
る
こ
と

・
子
育
て
世
帯

・
高
齢
者

・
身
体
障
が
い
者

・
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者

※

既
に
こ
の
補
助
を
受
け
た
住
宅

は
対
象
外
で
す
。

※

営
利
を
目
的
と
し
て
家
賃
を
徴

収
し
て
い
る
賃
貸
住
宅
は
対
象
外

で
す
。

※

中
古
住
宅
を
購
入
し
リ
フ
ォ
ー

ム
し
た
後
に
居
住
す
る
場
合
は
、

補
助
対
象
に
な
り
ま
す
。

※

市
で
は
、
耐
震
診
断
に
つ
い
て

別
の
助
成
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

対
象
工
事

①
既
存
住
宅
の
安
全
性
・
耐
久
性
・

居
住
性
の
向
上
の
た
め
に
行
う
増

築
（
10
㎡
以
内
の
も
の
に
限
る
）、

修
繕
、
模
様
替
え
及
び
設
備
改
善

で
、
そ
れ
に
要
す
る
費
用
が
20
万

円
以
上
で
あ
る
こ
と

②
子
ど
も
、
高
齢
者
、
身
体
障
が
い

者
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
居
住
者

に
配
慮
し
た
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
で

あ
る
こ
と

③
施
工
業
者
が
、
市
内
に
事
業
所
を

有
す
る
法
人
又
は
市
内
に
住
所
を

有
す
る
個
人
事
業
主
で
あ
る
こ
と

④
補
助
金
の
交
付
決
定
後
に
工
事
に

着
手
し
、
交
付
申
請
を
し
た
日
の

属
す
る
年
度
の
２
月
28
日
ま
で
に

対
象
工
事
が
完
了
し
、
実
績
報
告

書
を
提
出
す
る
こ
と

⑤
補
助
対
象
と
な
る
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
に
つ
い
て
、
ほ
か
の
同
種
の
補

助
金
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

※

介
護
保
険
法
・
障
害
者
自
立
支

援
法
に
基
づ
く
住
宅
改
修
、
し
ま

ね
長
寿
・
子
育
て
安
心
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
な
ど
の
同
種

の
補
助
金
を
受
け
て
行
う
工
事
部

分
は
対
象
外
で
す
。

※

作
り
付
け
で
は
な
い
家
具
、
家

電
製
品
そ
の
ほ
か
の
物
品
の
購
入

費
用
は
対
象
外
で
す
。

補
助
金
額

対
象
工
事
に
要
す
る
費

用
の
額
の
10
分
の
１
に
相
当
す
る

額
（
上
限
20
万
円
）

住

宅

※

令
和
8
年
3
月
31
日
㈫
ま
で
は
、

「
浜
田
市
若
者
支
援
フ
ァ
ン
ド
事

業
補
助
金
制
度
」
に
よ
り
補
助
金

額
の
上
乗
せ
が
あ
り
ま
す
。

上
乗
せ
対
象
者

若
者
（
補
助
金
申
請
時
点
で
39
歳

以
下
の
人
）

補
助
金
額
（
上
乗
せ
分
を
含
む
）

対
象
工
事
に
要
す
る
費
用
の
額
の

１
０
０
分
の
15
に
相
当
す
る
額

（
上
限
40
万
円
）

受
付
期
間

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
着

手
す
る
日
の
７
日
前
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※

申
請
件
数
が
予
定
件
数
に
達
し

た
場
合
は
、
次
年
度
以
降
に
申
請

し
て
も
ら
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法

補
助
金
交
付
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
な

図
面
や
書
類
を
添
え
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※

申
請
書
は
、
建
築
住
宅
課
に
あ

り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

建
築
住
宅
課
指
導
係

☎
㉕
９
６
３
２

対象工事の額 補助金額 若者ファンド上乗せ
（39歳以下の人）

20万円未満の場合 対象外 対象外

20万円以上
200万円未満の場合

対象工事に要する費用の額の
10分の１に相当する額

（1,000円未満の額は切り捨て）
対象工事に要する費用の額の
100分の15に相当する額
（上限40万円）

200万円以上の場合 一律20万円

産

業

地
域
活
性
化

対
象令

和
７
年
度
に
市
が
発
注
す
る
建

設
工
事
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
な
ど
の
競
争
入
札
に
参
加
を
希

望
す
る
人
の
う
ち
、
有
資
格
者
名
簿

に
登
録
が
な
い
人
や
登
録
を
し
て
い

な
い
工
種
（
業
種
）
を
追
加
す
る
人

な
ど

申
請
方
法

島
根
県
と
県
内
市
町
が
共
同
利
用

す
る
資
格
申
請
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
申
請

後
、
必
要
書
類
を
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

※

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

４
月
17
日
㈭
〜
28
日
㈪

受
付
・
問
合
せ

〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

浜
田
市
殿
町
１
番
地

浜
田
市
契
約
管
理
課
入
札
管
理
係

☎
㉕
９
１
４
１

令
和
７
・
８
年
度
建
設
工
事

等
入
札
参
加
資
格
審
査
（
追

加
審
査
）
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
す

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
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子
育
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健
康・福
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保
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療・年
金

人
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教
育・文
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農
業
関
係
の
補
助
制
度
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い

農
業
に
関
す
る
費
用
の
一
部
を
補

助
す
る
制
度
を
下
表
の
と
お
り
設
け

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
事
業
も
、
事

前
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

(1)
・
(3)
・
(5)
・
(6)

・
農
林
振
興
課
農
業
振
興
係

☎
㉕
９
５
１
０

・
各
支
所
産
業
建
設
課

(2)
浜
田
市
農
業
再
生
協
議
会

☎
㉒
３
５
０
０

(4)
・
(7)
農
林
振
興
課
林
業
畜
産
係

☎
㉕
９
５
１
０

(8)
〜
(14)
農
林
業
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
㉒
３
５
０
０

(15)
農
林
振
興
課
農
林
土
木
係

☎
㉕
９
５
１
２

事業 対象 補助項目 補助金額

(1)
畦畔等除草
省力化促進
事業

自治会など地域
住民で組織する
団体又は集落営
農組織など農業
者で組織する団
体

畦畔等除草対策準備事業 事業費の2/3以内
上限40万円（２万円/10ａ）

畦畔等除草対策事業
（集落単位で行う吹き付けに要する経費）
①農用地畦畔などへの緑化施工
②道路など法面の緑化施工

①150円/㎡
②220円/㎡
上限300万円

畦畔等除草対策事後管理事業
（畦畔等除草対策実施後の管理に要する経費）

事業費の2/3以内
上限40万円（２万円/10ａ）

(2) 大豆生産拡大支援事業
対象　当該年度に国の経営所得安定対策の水田活用の直接支払交付金
　の助成を受けて、大豆を耕作する人 ５千円/10ａ

(3) 農用地環境保全事業

認定農業者や新
規就農者、集落
営農組織などの
団体

荒廃農地解消事業 上限50万円（５万円/10ａ）
農地荒廃化防止事業 上限30万円（３万円/10ａ）
水田等放牧推進事業
（水田などに放牧牛を導入する際に必要となる経費
及び管理費）

上限20万円

(4)
鳥獣被害防
止モデル集
落育成事業

地域住民などで
組織する団体又
は集落営農組織

防護柵や緩衝帯の設置・管理、捕獲檻の購入・管理、
研修などの鳥獣被害防止対策に要する経費

（初年度）
上限20万円
（次年度以降）
上限10万円

(5)
畦畔草刈作
業安全対策
事業

農業者など

自走式草刈機購入費用 事業費の1/3以内
上限５万円

小段ステップ設置費用 事業費の1/2以内
上限20万円

(6)
小規模農家
機械整備支
援事業

農業（水稲）用機械購入費用 事業費の1/5以内
上限10～30万円

共同利用機械購入費用 事業費の1/5以内
上限20万円

(7)
農作物等
獣被害防止
対策事業

出荷実績のある
農業者など 侵入防護柵資材の購入経費 経費の1/2以内

上限５万円
農業者で組織す
る団体 捕獲器の購入経費 経費の1/2以内

上限８万円

(8)
機械導入・
整備支援
事業

①認定新規就農
者
②認定農業者
③広域連携組織
など

農業生産に伴う機械などの整備
①事業費の1/2以内
②③事業費の1/3以内
上限200万円/１経営体

※　国県補助事業による補助金の交付を別途受けて
　いる場合の補助額は、①は1/3以内、②は1/6以内

申請期限　４月１日㈫～18日㈮

(9) 新植・補植支援事業 浜田市の３果樹
（大粒ぶどう、
西条柿、赤梨）、
有機農産物の生
産者など

苗木及び肥料などの購入に要する経費 事業費の1/2以内
上限30万円/１経営体

(10)
災害復旧・
災害対策
支援事業

被災施設の修繕などに要する経費 事業費の1/2以内
上限100万円/１経営体

災害対策に必要な施設などの導入に要する経費 事業費の1/2以内
上限50万円/１経営体

事業 対象 補助項目 補助金額

(11) 収益性向上支援事業

浜田市の３果樹
（大粒ぶどう、
西条柿、赤梨）、
有機農産物の生
産者など

作業時間の削減や生産量の増加が見込まれる新規の
機械設備の導入に要する経費
（汎用性が高いと見込まれる機械設備は対象外） 事業費の1/2以内

上限200万円/１経営体
新規販路開拓や単価向上（ブランド化）のために必
要な経費（経常的に要する経費は対象外）

(12) 経営継承促進事業

浜田市の３果樹
（大粒ぶどう、
西条柿、赤梨）、
有機農産物の経
営継承者

経営継承者が、経営継承によって取得した施設など
の改良・改修に要する経費
※　４月１日以降に浜田市の３果樹などの栽培に関
　する土地及び施設・機械などを譲り受けたことが
　書面などで確認できること

事業費の1/2以内
上限100万円/１経営体

(13) 実証圃設置事業

認定新規就農
者、 認 定 農 業
者、生産組合、
有機生産者など

浜田市の定める米や果樹の複合経営化が図れる組合
せ作物の候補となる作物又は有機農産物を栽培した
際に要する経費
※　生産計画による導入作物の売上目標が100万円
　以上であること

事業費の1/2以内
上限100万円/１経営体

(14)
ふるさと
農業研修生
育成事業

対象　就農に対し意欲があり、次の全てに該当する人
①研修開始時に65歳未満である
②研修開始時に浜田市内に住所を有している（U・Iターン可）
③普通自動車運転免許（AT限定は不可）を有している
④研修終了後、浜田市内で就農する意欲がある

研修期間
（６か月～12か月）
研修手当　月額15万円
住宅手当　家賃の1/2
上限２万円

(15) 土地基盤整備事業
市内に存する事
業地を所有又は
管理する人

①かんがい排水整備事業
②ほ場整備事業
③客土整備事業
④畦畔改良事業
⑤農道（耕作道路）整備事業
⑥乾田化事業

いずれも事業費の5/10
以内
①⑤上限50万円
②上限30万円
③④⑥上限15万円

「白
は く じ ゃ で ん

蛇伝」
～千年にわたる愛の逸話～

国際交流員コラム

王
オウ

哲
テツ

さん

　皆さん、お久しぶりです。今回は中国の話題です。
　今日は中国四大民間伝説の一つを紹介したいと思いま
す。今年は巳年なので、蛇を主人公とする物語のお話です。

　今から千年前の宋の時代のことです。四川の峨
が び さ ん

眉山で
千年の修行をした白蛇は、妹の青蛇とともに人間の姿に
変身し、それぞれ「白

は く そ て い

素貞」と「小
しょうせい

青」という名前を名
乗り、杭州の西

せ い こ

湖を訪れました。その壊れ落ちている橋
で人間の青年・許

きょせん

仙と同じ舟に乗り合わせ、傘を借りた
ことから仲を深めました。白蛇は自分の正体を隠したま
ま、許仙と結婚しました。
金
き ん ざ ん じ

山寺の高僧・法
ほうかい

海はこのことを知り、許仙のもとを
訪れると「白素貞は人間ではない。端午節に、彼女に
雄
ゆうおうしゅ

黄酒を飲ませれば、正体を現すぞ」と告げたため、許
仙は半信半疑になりました。雄黄酒は蛇にとっては猛毒
です。夫に疑われないために白蛇は雄黄酒を飲み、蛇の
正体を現すと、その姿を見た許仙は驚いて即死してしま

いました。目が覚めた白蛇は、夫を蘇らせるため、幾
多の困難を乗り越え、貴重な薬草である霊

れ い し

芝を手に入
れました。生き返った許仙は、自分が見た蛇は錯覚だっ
たのだと思うようになりました。
　そこへ再び法海が現れ、許仙を金山寺へ連れて行き
ました。白蛇は青蛇と金山寺に行き、「夫を返して」
と法海に懇願しましたが、許してもらえないので法海
と戦いました。妊娠していたため法力が弱まっていた
白蛇は、法海に敵わず最後は敗れて退いていきました。
　その後、白蛇は許仙の子を生んでから法海に捕まえ
られ、西湖近くの雷

らいほうとう

峰塔の下に封じ込められました。
　許仙と白蛇との息子は人間として成長し、勉学に励
み、難関の科挙に合格してから、母である白蛇が封じ
込められている雷峰塔を訪れました。その孝行心に仏
が感動し、白蛇は塔から解放され成仏しました。

　この伝説は千年の時を経て、現在でも人々に深く愛
され続けています。また、これまでに何度も映画、ド
ラマ、アニメ映画などとして映像化され、広く人気を
博してきました。物語に登場する地名は、全て実在す
る場所です。もし皆さんが中国を旅行する機会があれ
ば、ぜひ足を運んでみてください。物語を知った上で
訪れると、また違った感慨を抱くことでしょう。

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

2223 広報はまだ：令和７年４月号広報はまだ：令和７年４月号



税
務
・
納
税

固
定
資
産
税
の
評
価
額
な
ど

が
確
認
で
き
ま
す

令
和
７
年
度
固
定
資
産
税
納
税
通

知
書
と
課
税
明
細
書
は
、
４
月
23
日

㈬
に
発
送
し
ま
す
。

納
税
通
知
書
発
行
以
前
に
評
価
額

な
ど
を
確
認
し
た
い
場
合
は
、
４
月

１
日
㈫
か
ら
、
次
の
場
所
で
確
認
で

き
ま
す
。

対
象固

定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
な
ど

期
間

４
月
１
日
㈫
〜
６
月
2
日
㈪

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

時
間午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

場
所

市
役
所
本
庁
２
階
資
産
税
課

又
は
各
支
所
市
民
福
祉
課

手
数
料

無
料

縦
覧
・
閲
覧
に
際
し
て
の
お
願
い

縦
覧
・
閲
覧
が
で
き
る
人
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
身
分
を
証

明
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な

ど
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

代
理
人
が
縦
覧
・
閲
覧
す
る
場
合

は
、
委
任
者
の
自
署
に
よ
る
委
任
状

も
必
要
で
す
。

問
合
せ

資
産
税
課
土
地
係
・
家
屋
係

☎
㉕
９
２
３
３

固
定
資
産
税
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
す

期
間

４
月
24
日
㈭
〜
５
月
15
日
㈭

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所

市
役
所
本
庁
２
階
資
産
税
課

※

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
・
課

税
明
細
書
・
身
分
を
証
明
で
き
る

も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

資
産
税
課
土
地
係
・
家
屋
係

☎
㉕
９
２
３
３

保
育
士
確
保
の
た
め
、
保
育
士
資

格
取
得
に
必
要
な
修
学
資
金
の
貸
付

け
を
行
い
ま
す
。

島
根
県
の
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業

対
象

令
和
7
年
度
に
保
育
士
養
成

施
設
へ
在
学
し
、
卒
業
後
県
内
の

保
育
所
（
園
）
な
ど
に
勤
務
し
よ

う
と
す
る
人

貸
与
額

月
額
５
万
円
以
内

※

生
活
保
護
世
帯
な
ど
へ
は
、
入

学
準
備
金
20
万
円
以
内
、
就
職
準

備
金
20
万
円
以
内
、
生
活
費
加
算

が
あ
り
ま
す
。

貸
付
利
子

無
利
子

子

育

て

児
童
扶
養
手
当
額
が

変
わ
り
ま
す

児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
生
活
の
安
定
と
、
児
童
の
健
全

育
成
の
た
め
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。
令
和
６
年
の
全
国
消
費
者
物
価

指
数
の
変
動
に
合
わ
せ
、
次
の
と
お

り
改
定
さ
れ
ま
す
。

※

本
人
又
は
同
居
の
扶
養
義
務
者

の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場

合
、
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
子
ど
も

政
策
係

☎
㉕
９
３
３
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

３月分まで ４月分から

全部支給
（月額） 45,500円 46,690円

一部支給
（月額）

45,490円
～10,740円

46,680円
～11,010円

第２子以降
加算額

10,750円
～5,380円

11,030円
～5,520円

貸
付
期
間

２
年
間

返
還
免
除

卒
業
後
、
保
育
士
登
録

を
し
て
、
県
内
保
育
所
（
園
）
な

ど
に
５
年
間
（
過
疎
地
域
は
３
年

間
）
勤
務
し
た
場
合
は
、
全
額
免

除
募
集
期
間

４
月
1
日
㈫
〜
５
月
16
日
㈮

※

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

生
活
支
援
部
福
祉
資
金
係

☎
０
８
５
２
32
５
９
５
３

浜
田
市
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業

対
象

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
の

保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業
の
応

募
者

貸
与
額

①
県
社
協
貸
付
決
定
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
額
２
万
円

②
県
社
協
貸
付
不
承
諾
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
額
３
万
円

貸
付
利
子

無
利
子

貸
付
期
間

２
年
間

返
還
免
除

卒
業
後
、
保
育
士
登
録

を
し
て
、
市
内
保
育
所
（
園
）
な

ど
に
３
年
間
勤
務
し
た
場
合
は
、

全
額
免
除

募
集
期
間

県
社
協
貸
付
決
定
な
ど

の
通
知
後
１
か
月
を
予
定

※

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課

保
育
所
幼
稚
園
係

☎
㉕
９
３
３
０

保
育
士
資
格
取
得
に
必
要
な

修
学
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す

健
康
・
福
祉

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児

福
祉
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
額
が
変
わ
り
ま
す

特
別
障
害
者
手
当

20
歳
以
上
で
著
し
く
重
度
の
障
が

い
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で
常
時

特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
人
に
支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

※

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援

護
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
介
護

手
当
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
手

当
支
給
の
調
整
が
あ
り
ま
す
。

３月まで
（月額）

４月以降
（月額）

特別障害者手当 28,840円 29,590円
福祉手当

（経過措置分） 15,690円 16,100円

障害児福祉手当 15,690円 16,100円

特別児童
扶養手当

重度
（1級） 55,350円 56,800円

中度
（2級） 36,860円 37,830円

４
月
か
ら
手
当
額
が
、
次
の
と
お

り
変
わ
り
ま
す
。

障
害
児
福
祉
手
当

20
歳
未
満
で
重
度
の
障
が
い
が
あ

る
た
め
、
日
常
生
活
で
常
時
介
護
を

必
要
と
す
る
人
に
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

身
体
や
精
神
に
中
度
以
上
の
障
が

い
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。

問
合
せ

地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎
㉕
９
３
２
２

在
宅
介
護
に
必
要
な
各
種
物

品
・
手
当
な
ど
を
支
給
し
ま
す

紙
お
む
つ
な
ど
の
支
給

在
宅
介
護
す
る
家
族
に
紙
お
む
つ

や
尿
採
り
パ
ッ
ト
な
ど
を
支
給
し
ま

す
。

要
件

①
市
内
に
住
所
を
有
し
要
介
護
４
又

は
５
と
認
定
さ
れ
た
人
を
在
宅
で

介
護
し
て
い
る
こ
と

②
介
護
者
及
び
要
介
護
者
世
帯
全
員

の
当
該
年
度
（
４
月
１
日
〜
５
月

31
日
の
申
請
に
つ
い
て
は
前
年

度
）
の
市
民
税
が
非
課
税
で
あ
る

こ
と

支
給
方
法

年
間
４
万
円
を
限
度
に

現
物
を
宅
配
で
支
給

在
宅
介
護
慰
労
金
の
支
給

在
宅
介
護
す
る
家
族
に
慰
労
金
を

支
給
し
ま
す
。

要
件

①
市
内
に
住
所
を
有
し
要
介
護
４
又

は
５
と
認
定
さ
れ
た
在
宅
の
人
を

介
護
し
て
い
る
こ
と

②
支
給
対
象
期
間
と
な
る
過
去
1
年

間
の
う
ち
、
１
８
０
日
以
上
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
こ
と

③
介
護
者
世
帯
全
員
の
当
該
年
度

（
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で

の
申
請
に
つ
い
て
は
前
年
度
）
の

市
民
税
が
非
課
税
で
あ
る
こ
と

令
和
７
年
度

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

令
和
７
年
度
か
ら
新
た
に
帯
状
疱

疹
予
防
接
種
が
定
期
接
種
に
追
加
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
お
た
ふ
く
か
ぜ

任
意
予
防
接
種
費
用
の
２
回
目
の
一

部
助
成
を
開
始
し
ま
す
。

帯
状
疱
疹
予
防
接
種

対
象
者
に
は
、
個
別
通
知
を
送
付

し
ま
す
。
詳
細
は
、
個
別
通
知
又
は

広
報
は
ま
だ
５
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

対
象
者

接
種
日
に
浜
田
市
に
住
所

が
あ
り
、
以
下
に
該
当
す
る
人

①
年
度
内
に
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、

80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１

０
０
歳
に
な
る
人
（
１
０
１
歳
以

上
の
人
は
令
和
7
年
度
の
み
対

象
）

②
接
種
日
時
点
で
、
60
歳
以
上
65
歳

未
満
の
人
で
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
の
障
が

い
を
有
す
る
人

問
合
せ

健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係

☎
㉕
９
３
１
１

お
た
ふ
く
か
ぜ
任
意
予
防
接
種

対
象
者
に
は
、
助
成
券
を
送
付
し

ま
す
。
詳
細
は
、
助
成
券
の
説
明
文

又
は
広
報
は
ま
だ
５
月
号
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

助
成
対
象
者

１
回
目

１
歳
以
上
２
歳
未
満
の
幼
児

２
回
目

小
学
校
就
学
前
１
年
間
の
幼
児

問
合
せ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
子
育
て

支
援
係

☎
㉒
１
２
５
３

が
ん
検
診
の
申
込
先
・
会
場

を
変
更
し
ま
す

申
込
先
を
一
部
変
更
し
ま
す

検
診
車
で
受
け
る
胃
が
ん
検
診
・

子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
の

申
込
先
が
島
根
県
環
境
保
健
公
社
に

変
わ
り
ま
す
。

医
療
機
関
で
受
け
る
場
合
の
申
込

先
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
各
医
療
機

関
と
な
り
ま
す
。

検
診
車
で
受
け
る
場
合
の
予
約

予
約
開
始
日

４
月
１
日
㈫

午
前
８
時
30
分
〜

予
約
方
法

①
電
話
で
の
予
約

島
根
県
環
境
保
健
公
社
（
☎
０
５

７
０
‐
０
８
５
‐
１
１
１
）
に
発

信
し
、
音
声
案
内
後
③
を
押
す
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
予
約

希
望
す
る
が
ん
検
診
の
二
次
元

バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
予
約
入
力
を
行

う
。

そ
の
ほ
か

・
検
診
車
で
受
け
る
胃
が
ん
検
診
及

び
子
宮
頸
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、

胃
が
ん
検
診
は
医
師
の
立
ち
合
い

が
必
要
な
た
め
、
医
師
が
同
乗
し

て
い
る
子
宮
頸
が
ん
検
診
と
同
日

実
施
が
で
き
る
よ
う
に
日
程
や
会

場
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
検

診
体
制
維
持
の
た
め
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

・
検
診
会
場
及
び
申
込
方
法
な
ど
の

詳
細
は
毎
月
の
広
報
は
ま
だ
、
各

種
健
（
検
）
診
日
程
表
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
浜
田
市
が
実
施
す
る
が
ん
検
診
は

全
て
無
料
で
す
。
が
ん
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ
ま
し
ょ

う
。

問
合
せ

健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係

☎
㉕
９
３
１
１

乳がん検診の
予約は
こちらから
できます

胃がん検診
の予約は
こちらから
できます

子宮頸がん
検診の予約は
こちらから
できます

支
給
額

１
人
あ
た
り
３
万
円

問
合
せ

・
健
康
医
療
対
策
課
高
齢
者
福
祉
係

☎
㉕
９
３
２
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ
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広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

令
和
７
年
度
も
引
き
続
き
敬
老
入

浴
券
を
販
売
し
ま
す
。

・
１
冊
（
入
浴
券
６
回
綴
り
）
を

１
０
０
０
円
で
販
売
し
ま
す
。

・
１
人
２
冊
（
１
年
度
に
つ
き
）

ま
で
購
入
で
き
ま
す
。

購
入
で
き
る
人

浜
田
市
に
住
所
が
あ
り
70
歳
以
上

に
な
る
人
（
令
和
７
年
度
に
70
歳
に

な
る
人
は
誕
生
日
を
迎
え
る
前
で
も

購
入
で
き
ま
す
）

入
浴
券
が
利
用
で
き
る
施
設

・
国
民
宿
舎
千
畳
苑

・
美
又
温
泉
国
民
保
養
セ
ン
タ
ー

※

家
族
湯
を
除
く

・
リ
フ
レ
パ
ー
ク
き
ん
た
の
里

・
美
又
温
泉
会
館

・
子
安
華
湯
館

・
美
又
温
泉
か
め
や
旅
館

・
旭
温
泉
あ
さ
ひ
荘

利
用
期
限

令
和
９
年
３
月
31
日
㈬

※

令
和
６
年
度
販
売
分
（
利
用
期

限
が
令
和
７
年
３
月
31
日
㈪
）
に

つ
い
て
も
、
利
用
期
限
を
令
和
９

年
３
月
31
日
㈬
ま
で
延
長
し
ま
す
。

販
売
場
所

・
市
役
所
本
庁
舎
総
合
窓
口
課

・
各
支
所
防
災
自
治
課
又
は
市
民
福

祉
課

そ
の
ほ
か

・
本
人
確
認
が
で
き
る
保
険
証
な
ど

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

浜
田
市
敬
老
入
浴
券

を
販
売
し
ま
す

・
同
行
す
る
人
が
入
浴
す
る
場
合
、

本
人
と
同
様
に
敬
老
入
浴
券
を
１

枚
利
用
で
き
ま
す
。

※

同
行
者
の
利
用
は
、
１
人
に
限

り
ま
す
。

問
合
せ

健
康
医
療
対
策
課
高
齢
者

福
祉
係

☎
㉕
９
３
２
０

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
提
供
の

た
め
の
費
用
を
助
成
し
ま
す

骨
髄・末
梢
血
幹
細
胞（
以
下「
骨

髄
な
ど
」
と
い
う
）
を
提
供
す
る
人

に
対
し
て
、
助
成
金
を
交
付
す
る
こ

と
に
よ
り
、
当
該
提
供
者
の
負
担
軽

減
を
図
り
、
骨
髄
な
ど
の
移
植
を
推

進
し
ま
す
。

対
象
者

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

・
骨
髄
な
ど
を
提
供
し
た
人

・
（
公
財
）
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
が
実

施
す
る
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
に
ド

ナ
ー
登
録
を
し
て
い
る
人

助
成
内
容

骨
髄
な
ど
の
提
供
の
た

め
の
通
院
又
は
入
院
の
日
数
に
つ

い
て
、
１
日
あ
た
り
２
万
円
を
助

成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
骨
髄
な
ど

の
提
供
１
回
に
つ
き
、
14
万
円
を

限
度
と
し
ま
す
。

※

通
院
な
ど
の
日
数
は
、
次
に
掲

げ
る
日
数
の
合
計
日
数
と
し
ま
す
。

①
健
康
診
断
の
た
め
の
通
院
の
日
数

②
自
己
血
貯
血
の
た
め
の
通
院
の
日

数
③
骨
髄
な
ど
の
採
取
の
た
め
の
入
院

の
日
数

④
そ
の
ほ
か
骨
髄
な
ど
の
提
供
に
関

し
、（
公
財
）
日
本
骨
髄
バ
ン
ク

又
は
医
療
機
関
が
必
要
と
認
め
る

通
院
な
ど
の
日
数

申
請
・
問
合
せ

健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係

☎
㉕
９
３
１
１

戦
没
者
の
慰
霊
巡
拝
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す

厚
生
労
働
省
で
は
、
旧
戦
闘
地
や

遺
骨
収
集
の
で
き
な
い
海
上
な
ど
で

の
戦
没
者
を
慰
霊
す
る
た
め
、
慰
霊

巡
拝
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象

・
慰
霊
巡
拝
を
行
う
地
域
で
の
戦
没

者
の
配
偶
者
（
再
婚
し
た
人
を
除

く
）・
父
母
・
子
・
兄
弟
姉
妹
・
孫
・

甥
姪
・
参
加
遺
族
（
子
・
兄
弟
姉

妹
）
の
配
偶
者

・
健
康
状
態
が
良
好
で
、
長
途
の
旅

行
な
ど
に
耐
え
ら
れ
る
人

実
施
地
域

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

硫
黄
島
な
ど

※

感
染
症
対
策
に
よ
る
入
国
制
限

措
置
な
ど
に
よ
り
、
行
程
の
変
更

又
は
実
施
を
見
合
わ
せ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

実
施
時
期
・
定
員
な
ど

実
施
地
域

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

旅
費
は
参
加
者
の
負
担
に
な
り

ま
す
が
、
参
加
す
る
遺
族
代
表
に

国
か
ら
３
分
の
１
程
度
の
補
助
が

あ
り
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ

・
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

☎
㉕
９
３
０
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

Ｐ
Ｅ
Ｔ-

Ｃ
Ｔ
が
ん
検
診
の

費
用
を
助
成
し
ま
す

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
Ｐ

Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が
ん
検
診
の
助
成
を
行

い
ま
す
。

助
成
額

３
０
０
０
０
円

定
員

30
人
（
先
着
）

助
成
要
件

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・
前
３
年
度
（
令
和
４
〜
６
年
度
）

の
間
、
こ
の
助
成
金
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
こ
と

・
今
年
度
巡
回
総
合
ド
ッ
ク
を
受
診

し
な
い
こ
と

※

た
だ
し
、
同
じ
年
度
内
に
1
回

限
り
で
す
。

助
成
手
続

①
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
内
健
診
セ
ン

タ
ー
（
☎
㉘
７
７
０
０
）
に
検
診

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
（
予
約
後
、

健
診
セ
ン
タ
ー
か
ら
申
請
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
）。

②
検
診
日
が
確
定
し
た
ら
、
市
役
所

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

③
決
定
通
知
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

必
ず
そ
の
通
知
を
持
っ
て
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
先

市
役
所
本
庁
舎
1
階
健
康

医
療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係
又
は

各
支
所
市
民
福
祉
課

注
意
点

・
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が
ん
検
診
と
巡
回

総
合
ド
ッ
ク
は
、
検
査
の
内
容
や

目
的
が
異
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
検
診
項
目
を
理
解
の
上
、
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

・
自
己
負
担
７
７
８
０
０
円
が
必
要

で
す
。

問
合
せ

健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ

く
り
係

☎
㉕
９
３
１
１

市ホームページ
はこちらから
見られます

応募は
こちらから
できます

健 康 コラムコラム

　浜田市では、市民自らが健康づくりに取り組む機運を盛り上げるために、令和元年度から「はまだ健康チャ
レンジ事業（通称：はまチャレ）」を実施しており、今までに延べ15,000人以上の人が取り組んでいます。
　はまチャレは、2,000歩ごとに１ポイント、運動・朝食・社会参加それぞれ１ポイントとポイントを毎日貯
めていき、ひと月に100ポイント以上貯まったら応募ができ、はまチャレ賞などが当選するチャンスがあります。
　詳細は、広報はまだ４月号に併せて送付している「令和７年度各種健（検）診日程表」14～16ページをご覧
ください。
　また、チラシ（裏面に応募用紙記載）と応募箱は、各まちづくりセンターや健康医療対策課及び各支所など
に設置しています。今年の春から、「はまチャレ」で健康づくりを始めましょう。

はまチャレ賞

問合せ
　健康医療対策課健康づくり係
　☎㉕９３１１

　抽選で2,000円の浜田市共通商品券が各期
100人に当選します。

はまチャレ賞にはずれた人の中から
抽選でＷチャンス
①はまチャレ応援賞
　（はまチャレ応援企業からの提供商品）

はまチャレの詳しい内容や応募はこちらから

②はまチャレ始めました賞
　（初めての参加・過去２年間（令和５・
　６年度）参加がなく今年度参加した人へ
　記念品贈呈）

③敬老入浴券１冊（６回分）贈呈
　（対象：70歳以上希望者。本人のみ利用可。
　ただし、同行者１人のみ利用可。）

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む

事
業
所
を
募
集
し
ま
す

職
場
の
仲
間
が
運
動
不
足
や
食
事

の
偏
り
な
ど
、
健
康
の
悩
み
を
抱
え

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
は
ま
だ
健
活
事
業
所
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
※
）」
は
、
職
場
の
仲

間
と
一
緒
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

め
る
よ
う
、
事
業
所
の
健
康
づ
く
り

を
支
援
し
ま
す
。

※

は
ま
だ
健
活
事
業
所
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
と
は

健
康
寿
命

の
延
伸
に
向
け
、
働
き
盛
り
の
従

業
員
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に

取
り
組
む
事
業
所
を
浜
田
市
が
応

援
す
る
事
業

対
象

健
康
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る

事
業
所

実
施
内
容

専
門
職
に
よ
る
出
前
講
座

①
測
っ
て
納
得

健
康
チ
ェ
ッ
ク

②
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
つ
い
て

③
も
っ
と
知
ろ
う

が
ん
の
こ
と

④
女
性
の
健
康
づ
く
り

⑤
気
を
付
け
て
ほ
し
い
食
事
の
ポ
イ

ン
ト

⑥
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り

⑦
こ
こ
ろ
を
元
気
に
す
る
た
め
に

※

右
記
以
外
の
内
容
も
相
談
に
応

じ
ま
す
。

参
加
費

無
料

問
合
せ

健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ

く
り
係

☎
㉕
９
３
１
１

新

新

目指
せ！
「１
日8,
000
歩」

まず
は１
日5,
000
歩か
ら

応募用紙は記入欄が大きくなり書きやすくなりました

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

※　陸上競技場内のトラックが使用できない時
　は競技場外周を歩いてください。
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保
険
・
医
療

年

金

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会

け
ん
ぽ
）
島
根
支
部
か
ら
の

お
知
ら
せ
で
す

保
険
料
率
の
変
更

３
月
分
（
４
月
納
付
分
）
か
ら
、

健
康
保
険
料
率
・
介
護
保
険
料
率
が

変
更
と
な
り
ま
す
。

※

任
意
継
続
被
保
険
者
は
４
月
分

（
４
月
納
付
分
）
か
ら
変
更

健
康
保
険
料
率

９
．
94
％
（
変
更
前
9
．
92
％
）

介
護
保
険
料
率

１
．
59
％
（
変
更
前
１
．
60
％
）

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

国
民
健
康
保
険「
脳
ド
ッ
ク
」

浜
田
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
加

入
者
の
健
康
保
持
増
進
と
病
気
の
早

期
発
見
を
目
的
と
し
て
「
脳
ド
ッ

ク
」
を
受
け
る
人
に
助
成
を
行
い
ま

す
。

※
「
人
間
ド
ッ
ク
」
は
、
広
報
は

ま
だ
５
月
号
で
募
集
予
定
で
す
。

対
象
者

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①
令
和
7
年
４
月
１
日
現
在
、
74
歳

ま
で
（
昭
和
25
年
４
月
２
日
生
以

降
）
の
浜
田
市
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人

②
国
民
健
康
保
険
料
に
未
納
が
な
い

こ
と

受
診
医
療
機
関

浜
田
医
療
セ
ン

タ
ー
内
健
診
セ
ン
タ
ー

受
診
期
間

6
〜
12
月

検
診
内
容

身
体
測
定
、
血
圧
測
定
、

血
液
検
査
、
心
電
図
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
頭

部
断
層
撮
影
、
Ｍ
Ｒ
Ａ
頭
部
の
血

管
撮
影
な
ど

※

詳
し
く
は
令
和
７
年
度
各
種
健

（
検
）
診
日
程
表
12
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

定
員

２
３
０
人

自
己
負
担
金

１
万
円

申
込
方
法

郵
便
は
が
き
（
85
円
の

も
の
）
に
受
診
希
望
者
の
①
住

所
・
②
氏
名
・
③
生
年
月
日
・
④

連
絡
先
電
話
番
号
を
必
ず
記
入
の

上
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（表）　〒697-8501

　浜田市殿町１番地

　浜田市保険年金課

「国保脳ドック」係

はがきの記入例

（裏）
受診希望者の
①住所　②氏名
③生年月日
④連絡先電話番号

※

は
が
き
1
枚
で
1
人
の
申
込
み

と
し
ま
す
。

※

同
一
人
が
複
数
の
は
が
き
で
応

募
し
た
場
合
は
、
１
枚
の
み
有
効

と
な
り
ま
す
。

宛
先

〒
６
９
７-

８
５
０
１

浜
田
市
殿
町
１
番
地

浜
田
市
保
険
年
金
課

「
国
保
脳
ド
ッ
ク
」
係

申
込
結
果
の
お
知
ら
せ

※

申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を

行
い
ま
す
。
な
お
、
令
和
4
〜
6

年
度
に
助
成
を
受
け
て
い
な
い
人

を
優
先
し
ま
す
。
抽
選
の
結
果
は
、

４
月
下
旬
に
通
知
し
ま
す
。

申
込
期
限

４
月
11
日
㈮
必
着

注
意
事
項

・
受
診
日
に
浜
田
市
国
民
健
康
保
険

の
資
格
を
喪
失
し
て
い
る
場
合

（
75
歳
に
な
り
後
期
高
齢
者
医
療

に
加
入
す
る
人
は
除
く
）
は
受
診

で
き
ま
せ
ん
。

・
こ
れ
は
、「
脳
ド
ッ
ク
」
の
募
集

で
す
。
浜
田
市
国
民
健
康
保
険
の

「
人
間
ド
ッ
ク
」、浜
田
市
の
「
巡

回
総
合
ド
ッ
ク
」
は
申
込
み
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
同
年
度
内
に
浜

田
市
国
民
健
康
保
険
の
「
脳
ド
ッ

ク
」、「
人
間
ド
ッ
ク
」、
浜
田
市

の
「
巡
回
総
合
ド
ッ
ク
」
は
重
複

し
て
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

・
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
装
着
し
て
い

る
人
は
脳
ド
ッ
ク
の
受
診
が
で
き

ま
せ
ん
。

・
閉
所
恐
怖
症
の
人
は
検
査
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
な
ど
、
体
内
に
金

属
製
の
も
の
を
装
着
し
て
い
る
人

は
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
及
び
頭
部
M
R
A

を
受
診
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
か
か
り
つ
け
医

な
ど
に
相
談
の
上
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

保
険
年
金
課
国
保
係　
　

☎
㉕
９
４
１
０

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金

保
険
料
が
免
除
と
な
り
ま
す

免
除
期
間

出
産
予
定
日
又
は
出
産

日
が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か

月
間
（
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
属
す

る
月
の
３
か
月
前
か
ら
６
か
月

間
）
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

対
象
者

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
で
出
産
日
が
平
成
31
年
２
月
１

日
以
降
の
人
で
す
。な
お「
出
産
」

と
は
、
妊
娠
85
日
（
４
か
月
）
以

上
の
出
産
の
こ
と
で
、
死
産
、
流

産
、
早
産
さ
れ
た
人
を
含
み
ま
す
。

届
出
時
期

出
産
予
定
日
の
６
か
月

前
か
ら
可
能
で
す
。

添
付
書
類

出
産
前
に
届
出
を
行
う

場
合
は
、
母
子
健
康
手
帳
な
ど
出

産
予
定
日
が
分
か
る
も
の
が
必
要

で
す
。
出
産
後
は
、
市
で
確
認
で

き
る
場
合
は
不
要
で
す
。

問
合
せ

・
浜
田
年
金
事
務
所

☎
㉒
０
６
７
０

・
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

☎
㉕
９
４
１
１

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

通
学
定
期
券
（
バ
ス
・
Ｊ
Ｒ
）
を

使
用
し
て
浜
田
市
内
の
高
等
学
校
及

び
県
内
の
高
等
学
校
で
市
内
の
高
等

学
校
に
な
い
学
科
に
通
学
す
る
生
徒

の
保
護
者
を
対
象
に
、
通
学
定
期
券

購
入
に
か
か
っ
た
経
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

※

保
護
者
、
生
徒
の
両
方
が
市
内

に
住
所
を
有
す
る
こ
と
が
条
件
で

す
。

※

自
宅
の
最
寄
駅
又
は
バ
ス
停
か

ら
通
学
先
の
最
寄
駅
又
は
バ
ス
停

ま
で
の
定
期
券
が
対
象
で
す
。

補
助
金
額

「
定
期
券
の
購
入
額
」
か
ら
「
自

己
負
担
額
」
を
控
除
し
た
額

（
１
０
０
円
未
満
端
数
切
り
捨
て
）

自
己
負
担
額

バ
ス
往
復
定
期
券
の
場
合

１
か
月
当
た
り

１
０
０
０
０
円

バ
ス
片
道
定
期
券
の
場
合

１
か
月
当
た
り　
　
５
５
０
０
円

Ｊ
Ｒ
の
み
利
用
の
場
合

１
か
月
当
た
り　
　
５
０
０
０
円

申
請
に
必
要
な
も
の

・
申
請
書

・
在
学
を
証
明
す
る
書
類
（
学
生
証

の
写
し
又
は
在
学
証
明
書
な
ど
）

・
定
期
券
の
コ
ピ
ー
（
申
請
に
係
る

有
効
期
間
が
分
か
る
も
の
）

・
印
鑑
（
自
署
の
場
合
は
不
要
）

※

申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
窓
口
に
も

設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

申
請
窓
口

・
ま
ち
づ
く
り
社
会
教
育
課

・
各
支
所
防
災
自
治
課

申
請
期
間

定
期
券
の
購
入
年
度
内

で
あ
れ
ば
随
時
申
請
で
き
ま
す
。

※

今
年
度
購
入
し
た
定
期
券
で
あ

れ
ば
、
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
後
の

申
請
も
可
能
で
す
。

※

定
期
券
の
有
効
期
間
が
年
度
を

越
え
る
場
合
は
、
そ
の
年
度
内
の

期
間
が
今
年
度
の
補
助
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、
申
請
は
今
年
度
内

に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

ま
ち
づ
く
り
社
会
教
育
課

公
共
交
通
係

☎
㉕
９
２
０
１

申請書は
こちらから
ダウンロード
できます

高
校
生
の
通
学
定
期
券
購
入

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

人

権

人
権
・
同
和
教
育
研
修
会
に

講
師
を
派
遣
し
ま
す

市
で
は
市
民
一
人
ひ
と
り
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
「
人
権
尊
重
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
人
権
感
覚
を
育
む

た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
グ

ル
ー
プ
、
職
場
な
ど
で
人
権
・
同
和

教
育
研
修
を
繰
り
返
し
行
う
こ
と
が

大
切
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
主
催

す
る
人
権
・
同
和
教
育
研
修
会
に
講

師
を
派
遣
し
ま
す
。

対
象

浜
田
市
内
在
住
・
在
勤
又
は

在
学
し
て
い
る
、
お
お
む
ね
10
人

以
上
で
構
成
さ
れ
た
自
治
会
や
事

業
所
、
学
校
な
ど
の
各
種
団
体

実
施
日
時

原
則
と
し
て
平
日

※

土
・
日
・
祝
日
、
夜
間
な
ど
に

開
催
を
希
望
す
る
場
合
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

研
修
内
容

研
修
を
開
催
す
る
皆
さ

ん
の
要
望
に
お
応
え
し
ま
す
。
人

権
一
般
を
は
じ
め
具
体
的
な
人
権

課
題
に
即
し
、
親
し
み
や
す
く
分

か
り
や
す
い
テ
ー
マ
や
方
法
で
行

い
ま
す
。

講
師

人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
指
導
主
事

講
師
派
遣
経
費

無
料

申
込
方
法

電
話
で
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
日
程
・
内
容
な
ど
を
調
整

し
ま
す
。
事
前
の
申
請
書
提
出
と

研
修
会
終
了
後
の
実
施
報
告
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。
申
込
用
紙
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
が
、
送
付
も
可
能
で
す
。

令
和
７
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
額
が
決
ま
り
ま
し
た

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
及
び

任
意
加
入
被
保
険
者
の
１
か
月
あ
た

り
の
保
険
料
は
、
１
７
５
１
０
円
で

す
。
前
納
制
度
、
免
除
制
度
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
？
学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
納
付
特
例
と
は
、
20
歳
以
上

の
学
生
が
申
請
し
、
承
認
さ
れ
る
こ

と
で
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
（
先
送
り
）
さ
れ
る
制
度
で
す
。

学
生
で
あ
っ
て
も
、
修
業
年
限
が

１
年
未
満
の
課
程
な
ど
、
対
象
と
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

令
和
７
年
度
保
険
料
の
学
生
納
付

特
例
の
申
請
期
間
は
、
４
月
か
ら
令

和
８
年
３
月
ま
で
で
す
。

手
続
に
必
要
な
も
の

①
在
学
証
明
書
原
本
（
申
請
年
度
と

同
じ
年
度
の
も
の
）
又
は
学
生
証

の
写
し

②
基
礎
年
金
番
号
又
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
わ
か
る
も
の

※

令
和
６
年
度
に
学
生
納
付
特
例

が
承
認
さ
れ
て
い
る
人
は
、
４
月

に
ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書
が
年
金

機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

※

納
付
猶
予
期
間
の
保
険
料
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
「
追
納
制

度
」
を
利
用
し
て
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問
合
せ

・
浜
田
年
金
事
務
所

☎
㉒
０
６
７
０

・
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

☎
㉕
９
４
１
１

市ホームページは
こちらから
見られます

申
込
先
・
問
合
せ

人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
９
１
６
０

健
康
づ
く
り
の
第
一
歩
は
「
健
診
」

か
ら年

に
一
度
は
必
ず
健
診
を
受
診
し

て
、
自
身
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

全
国
健
康
保
険
協
会
島
根

支
部

☎
０
８
５
２
59
５
１
３
９

掲載枠　１枠縦4.5㎝×横8.5㎝を単位とします。２
枠を結合して広告を掲載することもできます。
申込方法　市が契約する次の代理店まで申し込んで
ください。料金など、詳しくはお問い合わせくだ
さい。
申込み・問合せ　柏村印刷㈱　☎㉓２０４０

広報はまだに掲載する
広告を募集しています

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

2829 広報はまだ：令和７年４月号広報はまだ：令和７年４月号



介
護
の
悩
み
相
談

新
ク
ル
ー
ズ
客
船

M
I
T
S
U
I
O
C
E
A
N

F
U
J
I
が
浜
田
港
に
初
寄

港
し
ま
す

伝 言 板
まちかど

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付

随
時
。
た
だ
し
、
新
規

に
募
集
す
る
住
宅
は
４
月
10
日
㈭

以
降
。

問
合
せ

公
営
住
宅（
浜
田・金
城・旭・三
隅
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
金
城
）

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

☎
㉕
０
５
３
５

日
時

４
月
９
日
㈬
・
５
月
14
日
㈬

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

料
金

無
料

問
合
せ

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
２
㉗
８
５
１
０

募
　
　
集

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

相
　
　
談

石
州
浜
っ
子
春
ま
つ
り

驛
鈴
み
こ

し
を
一
緒
に
担
ぎ
ま
せ
ん
か

日
時

４
月
29
日
㈷

午
前
11
時
〜
午
後
４
時
（
予
定
）

場
所

栄
町
〜
銀
天
街

料
金

無
料

申
込
み

４
月
15
日
㈫
ま
で
に
驛
鈴

で
つ
な
ぐ
友
好
の
会
＊
浜
田
事
務

局
（
浜
田
市
観
光
協
会
）
へ

☎
㉔
１
０
８
５

ク
ル
ー
ズ
客
船
を
ふ
頭
か
ら
一
緒
に

見
送
り
ま
せ
ん
か

日
時

５
月
1
日
㈭

午
後
３
時
〜
５
時

※

午
後
５
時
出
港

※

天
候
に
よ
り
寄
港
時
間
が
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
浜
田

港
振
興
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

場
所

浜
田
港
福
井
ふ
頭
３
号
岸
壁

申
込
み

当
日
浜
田
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
て
受
付
後
、
徒
歩
で
ふ
頭

へ
移
動

※

顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書

（
運
転
免
許
証
な
ど
）
が
必
要

※

高
校
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴

が
必
要

※

船
内
見
学
不
可

問
合
せ

浜
田
港
振
興
会

☎
㉔
７
７
３
３

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
旭
）

地
域
定
住
住
宅
（
弥
栄
・
三
隅
）

㈲
中
田
工
務
店

☎
42
１
２
０
３

地
域
定
住
住
宅
（
金
城
・
旭
）

建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係

☎
㉕
９
６
３
０

浜
田
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
員
・
新
規
登
録
団
募
集

対
象

原
則
小
学
生
以
上

団
の
新
規
設
立
・
申
込
み

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内

浜
田
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
事

務
局

☎
㉕
９
７
２
１

団名 練習場所 代表者
三隅柔道 三保まちづくりセンター 平川隆夫
美川野球 美川農村広場 永見哲朗
国府野球 国府ふれあい広場 天野禎丞
西部野球 周布小校庭 小田昭司
浜田市野球 松原小校庭 三浦　聡

団名 練習場所 代表者
浜田中央（ソフトボール）原井小校庭 川辺孝之
三隅少年野球クラブ 田の浦公園ソフトボール場 司山　卓
金城少年野球クラブ 金城中校庭 藤田佑磨
波佐（バドミントン）波佐小体育館 榎　辰明
国府バレーボール 国府小体育館 宮田　徹
周布バレーボール 周布小体育館 川本浩伸
みすみSmileys（バレーボール） 三隅小体育館 金谷和幸

教
室・講
座

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日

６
月
15
日
㈰

受
付
期
間

４
月
7
日
㈪
〜
21
日
㈪

※

電
子
申
請
・
書
面
申
請
と
も
に

同
期
間

試
験
地

浜
田
・
松
江
・
隠
岐

試
験
種
類

甲
種
・
乙
種
第
１
類
〜

第
６
類
・
丙
種

※

受
験
案
内
、
願
書
は
消
防
本
部
、

各
消
防
署
・
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係

☎
㉒
１
１
６
７

資
格・試
験

対
象

求
職
中
の
人

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

実
費
負
担
あ
り
）

選
考
方
法

面
接

定
員

15
人

訓
練
期
間
・
時
間

5
月
８
日
㈭
〜
８
月
７
日
㈭

午
前
９
時
10
分
〜
午
後
3
時
50
分

訓
練
会
場

サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

募
集
期
間

４
月
16
日
㈬
ま
で

説
明
会

日
時

４
月
８
日
㈫

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

場
所ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田
２
階
会
議
室

申
込
み

お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

問
合
せ

㈱
セ
ラ
ム

宇
川
さ
ん

☎
０
８
０-

４
３
７
３-

８
７
７
３

求
職
者
支
援
訓
練（
公
的
職
業
訓
練
）

医
科
医
療
事
務
・
調
剤
事
務
科

浜
田
国
際
交
流
協
会

語
学
講
座

講座 日時 場所 料金 申込締切

サントソの
英語講座
Ⅰ学期

初
級
昼 ４月16日㈬・30日㈬

５月21日㈬
６月４日㈬・18日㈬

午後１時30分～３時 浜田まちづくりセンター
会員
1,000円
非会員
2,000円

４月10日㈭
夜 午後７時～８時30分 石見まちづくりセンター

中
級
昼 ４月23日㈬

５月14日㈬・28日㈬
６月11日㈬・25日㈬

午後１時30分～３時 浜田まちづくりセンター

夜 午後７時～８時30分 石見まちづくりセンター

国際交流協会ホーム
ページはこちらから
見られます

定
員

各
10
人

料
金

下
表
の
と
お
り

申
込
み

浜
田
国
際
交
流
協
会
へ

☎
㉕
９
５
１
１

※　お気軽に事務局へお問い合わせください。

社
会
福
祉
協
議
会

浜
田
市
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

対
象

手
話
に
興
味
が
あ
り
、
養
成

講
座
終
了
後
、
浜
田
市
手
話
奉
仕

員
と
し
て
登
録
、
活
動
で
き
る
人

日
時

５
月
23
日
㈮
か
ら
２
年
間

隔
週
金
曜
日
（
月
２
回
程
度
）

午
後
７
時
〜
８
時
45
分

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員

先
着
20
人
程
度

料
金
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
）

申
込
み

５
月
6
日
（振）
ま
で
に
社
会

福
祉
協
議
会
へ

☎
㉒
０
０
９
４

日
時

４
月
15
日
㈫

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

ス
ー
パ
ー
ダ
ッ
プ
ス

レ
ジ
横
イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー
ナ
ー

対
象

18
歳
以
上
の
人

定
員

４
人
程
度

申
込
み
防
災
安
全
課
防
災
安
全
係
へ

☎
㉕
９
１
２
２

高
齢
者
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

対
象

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人

料
金

３
０
０
〜
5
０
０
円
程
度

申
込
み

住
所
地
の
事
務
局
へ

浜
田
支
部
事
務
局

☎
㉒
０
０
９
４

金
城
支
部
事
務
局

☎
42
２
３
０
０

旭
支
部
事
務
局　
　
☎
45
０
１
８
８

弥
栄
支
部
事
務
局

☎
48
２
３
１
３

三
隅
支
部
事
務
局

☎
32
０
４
０
１

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

就
業
相
談
会
移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク

内
閣
府
青
年
国
際
交
流
事
業

日
本
代
表
青
年
募
集

対
象

18
歳
以
上
30
歳
以
下
の
人

募
集
事
業

・
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
事
業

・
世
界
青
年
の
船
事
業

・
国
際
社
会
青
年
育
成
事
業

①
外
国
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム

②
東
京
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
日
本
・
中
国
青
年
親
善
交
流
事
業

①
東
京
プ
ロ
グ
ラ
ム

②
北
京
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
日
本
・
韓
国
青
年
親
善
交
流
事
業

①
韓
国
派
遣

②
日
韓
青
年
親
善
交
流
の
つ
ど
い

※

事
業
に
よ
り
、
事
前
研
修
、
出

発
前
研
修
、
事
後
研
修
が
別
日
で

あ
り
ま
す
。

申
込
み

４
月
18
日
㈮
正
午
（
必

着
）
ま
で
に
参
加
申
込
書
を
内
閣

府
青
年
国
際
交
流
担
当
室
へ

☎
０
３-

６
２
５
７-

１
４
３

※

日
程
・
料
金
な
ど
詳
細
に
つ
い

て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

詳細はこちらから
見られます

こちらから
申し込めます

対
象

防
火
管
理
者
に
な
る
予
定
の

人
や
資
格
取
得
を
希
望
す
る
人

日
時

６
月
11
日
㈬
・
12
日
㈭

午
前
９
時
50
分
〜
午
後
４
時
50
分

※

午
前
９
時
20
分
か
ら
受
付
開
始

場
所

島
根
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
西
部

研
修
会
館

料
金

無
料

問
合
せ

ほ
ほ
え
み
ラ
イ
フ
㈲
齋
藤

ア
ル
ケ
ン
工
業
福
祉
事
業
部

☎
㉕
０
３
０
９

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
す
く
す
く

お
も
ち
ゃ
の
病
院

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

子
ど
も
た
ち
の
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を

修
理
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す

対
象

電
気
や
機
械
に
つ
い
て
知
識

と
興
味
の
あ
る
人

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

申
込
み

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
す
く
す
く
へ

☎
㉒
１
２
５
３

児
童
の
見
守
り
や
交
通
安
全
教
室
な

ど
を
行
う
交
通
指
導
員
を
募
集

し
て
い
ま
す

定
員

80
人
（
先
着
）

料
金

８
０
０
０
円

申
込
み

一
次
募
集
は
4
月
23
日
㈬

〜
30
日
㈬
ま
で
に
、
二
次
募
集
は

５
月
18
日
㈰
〜
19
日
㈪
ま
で
に
日

本
防
火
・
防
災
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら

☎
０
３-

６
２
６
３-

９
９
０
３

浜田市スポーツ少年団一覧
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日
時

４
月
20
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
９
時
〜
正
午

場
所

道
の
駅
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
浜
田

に
集
合
し
移
動

料
金

２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ

下
村
さ
ん
午
後
５
時
以
降

☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７

浜
田
郷
土
資
料
館

市
民
寄
贈

資
料
披
露
展（
令
和
６
年
度
分
）

日
時

４
月
５
日
㈯
〜
５
月
31
日
㈯

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日

月
曜
日
及
び
祝
日
の
翌
日

場
所

浜
田
郷
土
資
料
館

料
金

無
料

問
合
せ

浜
田
郷
土
資
料
館

☎
㉓
６
４
５
３

日
時

４
月
26
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
〜（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所

千
畳
苑
前
駐
車
場

清
掃
場
所

国
府
海
岸
一
帯

S
D
G
ｓ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃

お
出
か
け

浜
田
の
夜
神
楽
週
末
公
演
が

始
ま
り
ま
す

日
時

４
月
〜
令
和
8
年
３
月
の
毎

週
土
曜
日
・
５
月
４
日
㈷
・
５
月

５
日
㈷
・
９
月
〜
11
月
の
毎
週
金

曜
日

午
後
８
時
〜
９
時
30
分

休
演
日

４
月
26
日
㈯
・
７
月
26
日
㈯
・
８

月
9
日
㈯
・
10
月
10
日
㈮
・
10
月

11
日
㈯
・
12
月
27
日
㈯
・
１
月
3

日
㈯

場
所

三
宮
神
社

定
員

１
０
０
人

料
金

１
５
０
０
円

※

小
学
生
以
下
無
料

※

お
得
な
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
・
回

数
券
あ
り

問
合
せ

浜
田
市
観
光
協
会

☎
㉔
１
０
８
５

石
見
海
浜
公
園

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日
時

５
月
20
日
㈫
（
小
雨
決
行
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

石
見
海
浜
公
園

定
員

10
人
（
先
着
）

料
金
無
料（
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
あ
り
）

申
込
み

石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
へ

☎
㉘
２
２
３
１

石
見
海
浜
公
園

い
わ
み
自
然
学
校

春
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
教
室

日
時

①
５
月
24
日
㈯
〜
25
日
㈰

②
６
月
28
日
㈯
〜
29
日
㈰

午
後
１
時
〜

場
所

石
見
海
浜
公
園
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場

定
員
各
５
組（
初
め
て
の
組
を
優
先
）

料
金

小
・
中
学
生

２
５
０
０
円

　
　
高
校
生
以
上

５
０
０
０
円

申
込
み

①
４
月
25
日
㈮
ま
で
、
②

５
月
30
日
㈮
ま
で
に
石
見
海
浜
公
園

予
約
セ
ン
タ
ー
へ

☎
㉘
２
２
３
１

春
の
特
別
展

「
ひ
ら
ひ
ら
ぱ
た
ぱ
た
魅
惑
の
鰭
展
」

日
時

５
月
12
日
㈪
ま
で

場
所

３
階
特
別
展
示
室

4
月
19
日
は
「
し
い
く
の
日
」

飼
育
の
日
イ
ベ
ン
ト

生
き
物
採
集
に
出
か
け
よ
う
〜
ヒ
ト

デ
・
ク
ラ
ゲ
〜

対
象

小
・
中
学
生
と
そ
の
家
族

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
㉘
３
９
０
０

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
㉛
１
８
６
０

開
館
20
周
年
記
念
企
画
展

石
見
の
祈
り
と
美
―
未
来
へ
つ
な
ぐ

中
世
の
宝
―

日
時

前
期

４
月
26
日
㈯
〜
５
月
19
日
㈪

後
期

5
月
21
日
㈬
〜
６
月
16
日
㈪

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
6
時

※

入
館
は
午
後
５
時
30
分
ま
で

休
館
日

毎
週
火
曜
日
、
４
月
30
日

㈬
、
5
月
７
日
㈬

※
4
月
29
日
㈷
、
５
月
６
日
（振）
は
開
館

場
所

石
見
美
術
館

料
金
（
当
日
券
）

一
般　
　
　
　
　
１
３
０
０
円

大
学
生　
　
　
　
　
６
０
０
円

小
・
中
・
高
校
生

無
料

グ
ラ
ン
ト
ワ
開
館
20
周
年
記
念

し
ま
ね
伝
統
芸
能
祭
２
０
２
５

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
公
演

『
渡
来
バ
ー
ド
、
ド
ラ
イ
バ
ー
』

日
時

４
月
27
日
㈰
〜
日
没
後

場
所

グ
ラ
ン
ト
ワ
中
庭
広
場

料
金

入
場
無
料
・
全
席
自
由

出
演

大
口
俊
輔
（
音
楽
家
）・
福

原
千
鶴
（
小
鼓
奏
者
）・志
人
（
語

部
）・
中
山
晃
子
（
画
家
）

石
央
文
化
ホ
ー
ル
だ
よ
り

　
　
☎
㉒
２
１
０
０

石
央
シ
ネ
マ
倶
楽
部
企
画
映
画
上
映
会

第
48
回
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
７
部
門

受
賞
「
侍
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
パ
ー
」

日
時

５
月
11
日
㈰

①
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
41
分

②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
41
分

日
時

４
月
26
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

場
所

杵
束
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

料
金

無
料

問
合
せ

末
日
聖
徒
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
教
会

平
野
さ
ん

☎
０
９
０-

２
２
９
３-

４
０
５
９

非
常
時
へ
の
備
え
の
会

春
の
食
べ
ら
れ
る
野
草
を

見
つ
け
よ
う

日
時

４
月
27
日
㈰

午
後
２
時
〜
４
時

場
所

石
央
文
化
ホ
ー
ル

出
演

陸
上
自
衛
隊
音
楽
隊
及
び
地

元
高
校
生

料
金

無
料
（
要
整
理
券
）

※

整
理
券
は
４
月
１
日
㈫
以
降
、

市
役
所
及
び
各
支
所
で
配
布

問
合
せ

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本

部
浜
田
出
張
所

☎
㉒
１
３
３
４

自
衛
隊
音
楽
隊

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
in
は
ま
だ

日
時

４
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

午
前
10
時
〜
11
時

場
所

ア
ク
ア
ス
近
く
の
海

定
員

各
日
20
人

料
金

一
人
２
０
０
円

申
込
み

ア
ク
ア
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
（
先
着
）

ア
シ
カ
・
ア
ザ
ラ
シ
の
体
重
測
定
大
公
開

日
時

４
月
20
日
㈰

午
後
３
時
20
分
〜
（
10
分
程
度
）

場
所

ア
ク
ア
ス
内
な
か
よ
し
広
場

料
金

無
料
（
入
館
が
必
要
）

A
B
C
大
作
戦

日
時

４
月
12
日
㈯

午
前
10
時
〜
11
時
（
雨
天
中
止
）

場
所

ア
ク
ア
ス
前
の
海
岸

申
込
み

ア
ク
ア
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら

※

事
前
申
込
者
の
み
飲
料
を
配
布
。

※

前
日
午
後
5
時
に
S
N
S
で
開

催
有
無
の
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

サ
メ
好
き
あ
つ
ま
れ
！
サ
メ
に
ふ
れ

て
み
よ
う

対
象

未
就
学
児
と
そ
の
家
族

日
時

４
月
14
日
㈪

午
前
10
時
〜

定
員

10
組
（
先
着
）

料
金

無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
み

開
催
当
日
午
前
9
時
よ
り

1
階
総
合
案
内
所
で
受
付

ア
ク
ア
ス
隣
は
っ
し
ー
広
場
イ
ベ
ン

ト
予
定

４
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

６
日
㈰

亀
山
社
中

13
日
㈰

周
布
青
少
年
保
存
会

20
日
㈰

後
野
神
楽
社
中

工
作
教
室

大
蛇
紙
で
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
！

日
時

毎
月
第
３
土
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

※

初
回
５
月
17
日
㈯

場
所

浜
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

定
員

10
人
（
先
着
）

料
金
１
５
０
０
円（
材
料
代
含
む
）

※

小
学
生
の
児
童
は
保
護
者
同
伴

※

製
作
中
の
様
子
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

に
掲
載
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
三さ

ん
よ
て
い

餘
亭

楫
ヶ
瀬
さ
ん

☎
０
９
０-

３
６
３
８-

２
８
１
９

（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

日
時

４
月
27
日
㈰

※

雨
天
延
期

５
月
11
日
㈰

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

石
見
神
楽
上
演

午
後
１
時
〜
３
時

場
所

石
見
海
浜
公
園
国
分
地
区

中
央
広
場

※

特
製
弁
当
が
注
文
で
き
ま
す
。

４
月
20
日
㈰
午
後
５
時
ま
で
に
石

見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー
へ
電

話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
み

石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

☎
㉘
２
２
３
１

石
見
海
浜
公
園

遊
春
祭

西
部
視
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

点
訳
・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
習
会

対
象

70
歳
未
満
で
簡
単
な
パ
ソ
コ

ン
操
作
が
で
き
講
習
会
終
了
後
、

継
続
し
て
活
動
が
で
き
る
人

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会

日
時

５
月
15
日
㈭
〜
令
和
８
年
３

月
ま
で
（
木
曜
日
・
全
22
回
）

午
前
10
時
〜
正
午

料
金
１
５
４
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会

日
時

５
月
15
日
㈭
〜
令
和
8
年
３

月
ま
で
（
木
曜
日
・
全
22
回
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

料
金
１
２
１
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

共
通
事
項

場
所

い
わ
み
ー
る
視
聴
覚
研
修
室

申
込
み

５
月
15
日
㈭
ま
で
に
島
根

県
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー
へ

☎
㉔
９
３
３
４

日
時

4
月
１
日
㈫
〜
５
月
31
日
㈯

※

月
曜
休
館

場
所

石
州
和
紙
会
館

料
金

無
料

問
合
せ

石
州
和
紙
会
館

☎
32
４
１
７
０

石
州
和
紙
会
館

石
州
神
楽
堂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

第
２
６
０
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

細
谷
往
還
の
名
残
を
探
し

野
原
町
散
策

場
所

石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

料
金

大
人　
　
　
　
１
２
０
０
円

　
　
　
大
学
生
以
下　
　
６
０
０
円

（
当
日
２
０
０
円
増
し
）

※
ス
タ
ン
プ
マ
リ
ン
カ
ー
ド
使
用
可

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

浜
田
市
教
育
委
員

会
、
石
央
文
化
ホ
ー
ル
、
ラ
・
ペ

ア
ー
レ
浜
田
、
島
根
県
立
大
学
売

店
、
石
正
美
術
館
、
松
風
堂
（
旭

町
）、江
津
市
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

地
元
企
業
や
県
大
生
と
交
流
し
ま
せ
ん
か

は
ま
キ
ャ
リ
ラ
ボ
！

日
時

４
月
23
日
㈬

午
後
５
時
30
分
〜
７
時

場
所

ま
ち
な
か
交
流
プ
ラ
ザ

定
員

20
人
程
度

料
金

無
料

詳
細
・
申
込
み

左
記
ま
ち
な
か
交

流
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

問
合
せ

定
住
関
係
人
口
推
進
課
関

係
人
口
係

☎
㉕
９
５
１
１

27
日
㈰

上
府
社
中

29
日
㈷

下
来
原
西
組
神
楽
社
中

時
間

午
後
１
時
〜
３
時

場
所

は
っ
し
ー
広
場
ス
テ
ー
ジ

問
合
せ

島
根
物
産
商
事
㈱

☎
㉘
３
１
０
０

同
時
開
催
特
別
企
画

橋
元
屋
幸
守
さ
ん
に
よ
る
落
語

時
間

①
午
前
11
時
45
分
〜
午
後
12
時
５
分

②
午
後
1
時
〜
１
時
20
分

石
央
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
祭

時
間

午
前
９
時
〜

まちなか交流
プラザホーム
ページはこちら
から見られます

第
１
８
９
回

石
州
刀
剣
会

刀
剣
鑑
賞
・
初
心
者
講
座

日
時

４
月
27
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

料
金

１
０
０
０
円

鑑
賞
会
・
研
究
会

〜
時
代
・
地
域
の
見
極
め
方
、
鑑
定

の
ポ
イ
ン
ト
〜

日
時
４
月
27
日
㈰

正
午
〜
午
後
４
時

料
金

3
０
０
０
円

共
通
事
項

講
師

中
野
宅
吉
さ
ん

場
所

サ
ン
マ
リ
ン
浜
田
和
室

申
込
み

中
野
宅
吉
さ
ん
へ

☎
０
８
０-

１
９
２
２-

３
９
４
６

※

刀
剣
を
持
っ
て
鑑
賞
す
る
た
め

マ
ナ
ー
を
遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０

０
人
の
会

牛
尾
さ
ん

☎
０
９
０-

８
２
４
４-

９
４
２
９

浜
田
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

体
験
会

対
象市

内
在
住
の
小
学
校
2
年
生
以
上

日
時
・
場
所

・
毎
週
木
曜
日

午
後
７
時
〜
９
時

原
井
小
学
校
体
育
館

・
毎
週
土
曜
日

午
前
９
時
〜
正
午

三
階
小
学
校
体
育
館

料
金

無
料
（
体
験
会
）

※

引
き
続
き
教
室
に
加
入
す
る
場

合
は
、
年
会
費
な
ど
が
必
要

申
込
み
浜
田
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

・
白
瀬
亘
さ
ん　
　
☎
㉗
０
６
９
０

・
金
岡
敬
子
さ
ん

☎
㉒
１
８
７
３
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有

料

広

告

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.340

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…https://www.hamada-kodomo-art.com

❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿

図書館情報
開館時間 ４月の休館日

中央 ☎㉒0480  9:00～19:00 14日㈪･28日㈪
金城 ☎421823

 9:00～17:00 ７日㈪･14日㈪
21日㈪･28日㈪
30日㈬

旭 ☎451439
弥栄 ☎482258
三隅 ☎320338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）

休館日（月曜日）７日・14日・21日･28日
振替休　30日㈬

「
体
験
で
き
る
展
覧
会
四
角
い
形

で
あ
そ
ぼ
う
」
好
評
開
催
中
！

本
展
で
は
当
館
の
収
蔵
作
品
の
中
か
ら

「
四
角
い
形
」
に
着
目
し
、
世
界
の
児
童
画
、

現
代
美
術
、
積
み
木
や
ブ
ロ
ッ
ク
玩
具
な
ど

様
々
な
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
展
示
室

に
入
る
前
に
、「
四
角
」
証
明
書
を
制
作
し

ま
す
。
人
型
の
枠
の
中
に
顔
や
服
を
描
い
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
っ
て
く
だ

さ
い
。

展
示
室
に
は
様
々
な
四
角
い
形
に
ま
つ
わ

る
体
験
が
待
ち
受
け
て
い
ま
す
。
家
族
や
友

だ
ち
と
一
緒
に
探
し
て
見
つ
け
た
り
、
組
み

合
わ
せ
た
り
、
積
み
上
げ
た
り
し
て
、
楽
し

い
時
間
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

会
期

５
月
18
日
㈰
ま
で

料
金

大
学
生
以
上

４
０
０
円

小
・
中
・
高
校
生　
　
３
０
０
円

※

発
行
当
日
か
ら
利
用
で
き
る
、お
得
な「
年

間
パ
ス
ポ
ー
ト
」
も
あ
り
ま
す
。
１
年
間
の

有
効
期
限
内
で
あ
れ
ば
、
当
館
の
企
画
展
を

何
度
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

料
金

一
般　
　
　
　

２
０
０
０
円

　
　
　
高
・
大
学
生

１
２
０
０
円

　
　
　
小
・
中
学
生　
　
６
０
０
円

４
月
の
イ
ベ
ン
ト

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

時
間

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

※

参
加
受
付
は
、
当
日
１
階
・
創
作
室
で
午

後
３
時
30
分
ま
で
。
材
料
が
な
く
な
り
次
第

受
付
を
終
了
し
ま
す
。

《
お
絵
描
き
コ
ー
ス
タ
ー
》

◎
５
日
㈯
・
６
日
㈰

参
加
費

３
０
０
円

《
木
の
キ
ュ
ー
ブ
で
つ
く
ろ
う
》

◎
12
日
㈯
・
13
日
㈰

参
加
費

４
０
０
円

《
ま
し
か
く
小
物
入
れ
》

◎
19
日
㈯
・
20
日
㈰

参
加
費

４
０
０
円

《
サ
イ
コ
ロ
カ
レ
ン
ダ
ー
》

◎
26
日
㈯
・
27
日
㈰
・
29
日
㈷

参
加
費

５
０
０
円

お絵描きコースター作品例

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

こ
ど
も
の
読
書
週
間

２
０
２
５
年
第
67
回
こ
ど
も
の
読
書
週

間
の
標
語
は
、「
あ
い
こ
と
ば
は
ヒ
・
ラ
・

ケ
・
ホ
・
ン
！
」
で
す
。

「
子
ど
も
読
書
の
日
」
で
あ
る
４
月
23
日
㈬

か
ら
５
月
12
日
㈪
ま
で
は
、「
こ
ど
も
の
読

書
週
間
」
と
し
て
、
全
国
各
地
で
子
ど
も
の

読
書
に
関
す
る
催
し
や
取
組
が
行
わ
れ
ま
す
。

図
書
館
で
も
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
皆

さ
ん
の
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
の
読
書
週
間
イ
ベ
ン
ト

「
な
が
〜
い

え
ほ
ん
?!
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
へ
ん
し
ん
！
ヘ
ビ
の
か

ん
ご
ふ
さ
ん
」

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
い
ま
す
。

日
時
４
月
27
日
㈰

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所

中
央
図
書
館

１
階

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

（
雨
天
時

２
階

多
目
的
ホ
ー
ル
）

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
館
内
ポ
ス
タ
ー
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特
別
上
映
会
「
は
た
ら
く
細
胞
３
」

日
時

４
月
27
日
㈰

午
後
３
時
〜
３
時
50
分

場
所

中
央
図
書
館

２
階

多
目
的
ホ
ー
ル

移
動
図
書
館
「
ラ
ブ
ッ
ク
号
」

令
和
７
年
度
の
運
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
決
ま
り
ま
し
た

毎
月
の
移
動
図
書
館
の
運
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
は
ま
だ
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。移

動
図
書
館
は
浜
田
市
立
図
書
館
の
共
通
利

用
者
カ
ー
ド
で
貸
出
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

貸出ベスト10（令和７年２月期）
順位 タイトル 著者
1 宙わたる教室 伊与原　新
2 架空犯 東野　圭吾
3 クスノキの女神 東野　圭吾
4 小鳥とリムジン 小川　糸
５ 成瀬は天下を取りにいく 宮島　未奈
６ 俺たちの箱根駅伝　上 池井戸　潤
７ 成瀬は信じた道をいく 宮島　未奈
８ 藍を継ぐ海 伊与原　新
９ 隠蔽捜査　10 今野　敏
10 風に立つ 柚月　裕子

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

vol.258
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://www.u-shimane.ac.jp

「
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｉ
縁
結
び
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た

２
月
14
日
㈮
、
本
学
が
取
り
組
ん

で
い
る
研
究
や
学
生
の
活
動
を
知
っ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地
域
や
各

種
団
体
と
の
連
携
を
よ
り
深
め
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
Ｋ
Ｅ
Ｎ

Ｄ
Ａ
Ｉ
縁
結
び
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

浜田市長あいさつ（砂川明副市長代読）

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
自
治
体
な
ど
関

係
団
体
の
皆
さ
ん
、
県
内
外
の
高
等

教
育
機
関
、
一
般
企
業
・
団
体
、
地

域
の
皆
さ
ん
な
ど
、
１
3
０
人
以
上

の
来
場
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
浜
田
市
長
（
副
市
長

代
読
）、
益
田
市
長
に
ご
挨
拶
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
各
会
場
で
は

「
浜
田
市
・
益
田
市
と
の
共
同
研
究

報
告
会
」
や
「
し
ま
ね
地
域
国
際
研

究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
発
表
」、「
地
域

貢
献
推
進
奨
励
金
成
果
報
告
」、「
し

ま
ね
地
域
マ
イ
ス
タ
ー
の
学
生
研
究

発
表
」、「
そ
の
他
各
研
究
活
動
等
報

告
」
の
ポ
ス
タ
ー
展
示
を
行
い
、
来

場
者
の
皆
さ
ん
や
発
表
者
同
士
の
活

発
な
意
見
交
換
も
行
わ
れ
ま
し
た
。浜田市との共同研究報告会の様子

※

当
日
の
様
子
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

連
携
交
流
課

☎
㉕
９
０
６
３

「
オ
ロ
リ
ン
」
着
ぐ
る
み
の

　
　
　
　
　
　
貸
出
に
つ
い
て

島
根
県
立
大
学
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
オ
ロ
リ
ン
」
は
日
本
神

話
に
出
て
く
る
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
の

精
が
モ
チ
ー
フ
で
、
愛
く
る
し
く
明

る
い
表
情
が
特
徴
で
す
。

本
学
で
は
、「
オ
ロ
リ
ン
」
の
着

ぐ
る
み
を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
「
オ

ロ
リ
ン
」
を
登
場
さ
せ
て
、
会
場
を

盛
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？
電
話
ま

た
は
メ
ー
ル
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
u-shim

ane.ac.jp

オロリン

問
合
せ

企
画
調
整
課

☎
㉔
２
２
０
１

サ
ー
ク
ル
紹
介

「
Ｙ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ

Ｋ
ｉ
ｔ
ｅ
」

こ
ん
に
ち
は
。
島
根
県
立
大
学
ア

カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル
Ｙ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ

Ｋ
ｉ
ｔ
ｅ
で
す
。
歌
が
大
好
き
な
５

人
で
、
歌
を
通
じ
て
聞
い
て
く
れ
る

皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を

目
標
に
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。活

動
は
海
遊
祭
だ
け
で
な
く
、
浜

田
市
や
江
津
市
で
開
催
さ
れ
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
に
も
多
く
参
加
し
、
歌
を

披
露
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
多
く

の
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
歌
を
聞
い
て
も
ら
う
こ

と
で
感
動
を
届
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

少
人
数
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
部
員
一
人
ひ
と
り
の
声
を
活い

か

せ
る
よ
う
に
日
々
の
練
習
を
大
切
に

し
、
歌
を
歌
う
こ
と
の
楽
し
さ
を
少

し
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
伝
え
て
い

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

活動の様子

問
合
せ

学
務
課
学
生
支
援
係

☎
㉔
２
３
９
６
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世 帯 男 女 総 数
浜 田 18,600 17,213 18,888 36,101
金 城 1,815 1,813 1,929 3,742
旭 1,221 1,177 1,161 2,338

弥 栄 605 504 542 1,046
三 隅 2,653 2,497 2,646 5,143
合 計 24,894 23,204 25,166 48,370

（単位：人）
人　口（２月末現在）

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行
便入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・まちづくりセンターなどに備付け）などをご利用ください。

浜
田
市
は
平
成
17
年
10
月
１

日
に
１
市
３
町
１
村
が
合
併
し

て
誕
生
し
、
令
和
７
年
10
月
1

日
に
新
市
誕
生
20
周
年
を
迎
え

ま
す
。
こ
の
大
き
な
節
目
を
市

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
祝
い
、

盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
1
年
を

通
じ
て
様
々
な
記
念
行
事
を
行

い
ま
す
。

【
写
真
】
石
正
美
術
館
の
シ
ン

ボ
ル
ツ
リ
ー
・
し
だ
れ
桜

✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚

開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間
（括弧は20人以上の団体）
一　般　600円（500円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

会
期

３
月
15
日
㈯
〜
５
月
25
日
㈰

【
石
本
正
記
念
展
示
室
】

没
後
10
年
企
画
展

「
花
開
く
石
本
正  

美
の
深
化
」石本正《牡丹》1995年

浜
田
市
出
身
の
石
本
正
（
１
９
２

０
‐
２
０
１
５
）
は
、
戦
後
の
日
本

画
壇
を
代
表
す
る
画
家
の
一
人
で
す
。

洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
自
分
の
心
が

お
も
む
く
ま
ま
に
古
典
芸
術
を
吸
収

し
な
が
ら
、「
現
代
に
生
き
る
自
分

に
し
か
描
く
こ
と
の
で
き
な
い
新
し

い
日
本
画
」
を
志
向
し
ま
し
た
。

独
自
の
感
性
で
旧
来
の
日
本
画
に

新
風
を
吹
き
込
む
若
手
中
堅
作
家
と

し
て
活
躍
し
、
50
歳
の
時
に
は
「
第

21
回
芸
術
選
奨
文
部
大
臣
賞
」と「
第

３
回
日
本
芸
術
大
賞
」
を
受
賞
。
一

躍
そ
の
名
を
全
国
に
轟と

ど
ろ

か
せ
ま
し
た
。

受
賞
を
喜
ぶ
一
方
、
石
本
は
、
真

に
大
切
な
の
は
「
有
名
に
な
る
こ
と

で
は
な
く
絶
え
ず
感
動
す
る
気
持
ち

を
持
ち
続
け
て
絵
を
描
く
こ
と
」
で

あ
る
と
い
う
信
念
を
強
め
ま
す
。
そ

れ
以
降
、
す
べ
て
の
賞
を
固
辞
し
、

地
位
や
名
声
を
求
め
ず
、
自
身
の
感

動
を
描
く
こ
と
に
全
精
力
を
傾
け
ま

し
た
。

本
展
で
は
、
美
に
邁ま

い
し
ん進

す
る
決
意

を
新
た
に
し
た
石
本
が
、
自
己
の
芸

術
を
深
化
さ
せ
花
開
い
て
い
っ
た
50

代
か
ら
晩
年
ま
で
の
花
や
女
性
像
な

ど
約
40
点
を
展
示
し
ま
す
。

【
企
画
展
示
室
】

現
代
の
日
本
画
展
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１

―
伊
藤
は
る
み
・
岸
本
裕
子
・
中
村

文
子
・
牧
野
良
美
―

現
代
日
本
画
壇
で
活
躍
を
続
け
る

画
家
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
展
。
伊
藤
は

る
み
、
岸
本
裕
子
、
中
村
文
子
、
牧

中村文子《万象》
1995年

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
】（
観
覧
無
料
）

●
石
見
の
春
展

会
期

４
月
６
日
㈰
ま
で

●
石
見
の
四
季
写
真
展

〜
藤
田
好
太
郎
〜

会
期

４
月
12
日
㈯
〜
５
月
６
日
（振）

藤田好太郎《川岸も春》

地
元
の
良
さ
を
見
つ
め
て
長
年
写

真
を
撮
り
続
け
て
き
た
浜
田
市
在
住

４
月
の
イ
ベ
ン
ト

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
石
州
和
紙
で
こ
い
の
ぼ
り
を
つ
く

ろ
う
！
」

日
時

４
月
29
日
㈷

午
後
１
時
〜
３
時

会
場

石
正
美
術
館
回
廊
（
雨
天

時
創
作
室
）

参
加
費

５
０
０
円

定
員

15
人
（
予
約
可
）

浜
田
市
三
隅
町
の
伝
統
工
芸
品

「
石
州
和
紙
」
を
使
っ
て
、
こ
い
の

ぼ
り
を
手
作
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

様
々
な
パ
ー
ツ
と
組
み
合
わ
せ
て
、

世
界
に
一
つ
だ
け
の
こ
い
の
ぼ
り
を

作
ろ
う
。

の
写
真
愛
好
家
・
藤
田
好
太
郎
さ
ん
。

四
季
折
々
の
風
景
を
収
め
た
写
真
約

20
点
を
展
示
し
ま
す
。

野
良
美
の
４
人
は
、
京
都
市
立
芸
術

大
学
で
の
学
生
時
代
に
日
本
画
家
・

石
本
正
の
薫
陶
を
受
け
た
の
ち
、
約

50
年
経
っ
た
今
も
そ
れ
ぞ
れ
の
信
念

を
も
っ
て
歩
み
続
け
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
当
館
収
蔵
作
品
を
含
め
、

近
作
な
ど
約
20
点
を
一
堂
に
展
覧
し

ま
す
。
女
性
ら
し
い
視
点
で
対
象
に

寄
り
添
い
心
を
込
め
て
描
か
れ
た
作

品
の
数
々
を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時

４
月
20
日
㈰

午
後
２
時
〜
（
約
30
分
）

申
込
み

不
要

※

企
画
展
観
覧
券
又
は
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。

★
出
品
作
家
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
（
参
加
自
由
）

日
時

４
月
27
日
㈰

午
後
２
時
〜
３
時

毎
月
１
日
発
行

編
集
・
発
行
　
浜
田
市
市
長
公
室

　
　
　
　
　
　
☎
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支
所
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☎
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